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I 一般概要



1u、革
J口"'F

口
μ月年 概 要 備 考

昭和2山月 1日|庶務係，細菌検査係，化学試験係，病理臨床試験係 l所長倉持恭一衛生部長

事務取扱
食品検査係の 5係制で発足

昭和25年2月10日

山本耕一所長

昭和29年7月1日|血液銀行係を加え 6係制となるO

昭和31年 1月25日 l青森県衛生研究所弘前出張所を設置するO

昭不服年6月1日|青森県血液銀行設置に伴ない衛生研究所弘前出張所 1昭和32年12月1日

| 木下嘉一所長
及び血液銀行係を廃止するo

昭和33年5月1日|処務規程の全面改正により，庶務係，試験検査係と

なるO

昭和34年3月3日 l試験検査係を細菌病理臨床試験係，化学食品検査係 l昭和34年8月20日

秋山有所長
に改め 3係制となるO

昭和39年4月1日 1庶務室，微生物科，理化学科の 1室2科となる O

昭和43年3月25日|青森県保健衛生センタ一合同庁舎完成し移転 青森市大字造道字沢田

(現庁舎〉

昭和44年4月1日!公害科が新設され 1室3科となるO 昭和44年4月1日

山上豊日所長

昭和48年4月1日|科制を課制に改めるO 昭和47年 9月1日

山本耕一所長(現所長)

昭和49年4月1日|公害調査事務所設置に伴ない公害課は廃止されるO
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2 組織および分掌事務

，-1庶務に関すること O
|一総務課-)

1-2統計報告に関すること O

-1病原となる細菌，原虫及び真菌の試験研究に関すること O

-2病原となるウイルス及び、リケッチヤの試験研究に関すること。

-3血清学的試験研究に関すること O

-4環境衛生に係る微生物学的試験研究に関すること O

所長一次長一[-微生物課-[-5食品衛生に係る微生物的試験研究に関すること O

-6寄生虫及び衛生動物の試験研究に関すること O

i-7臨床病理の試験研究に関すること O

-8微生物学試験の技術指導に関すること O

-9実験動物の飼育に関すること O

1-1医薬品，衛生材料，香粧品等の試験検査に関すること O
-2飲食物及ひ、添加物の試験検査に関すること O

-3食品器具器材の試験検査に関すること O

ト-4温泉及び鉱泉の試験検査に関すること o

|一理化学課一1-5飲料水の試験検査に関すること O

1-6その他理化学的試験，調査及び研究に関すること o

卜7理化学的試験の技術指導に関すること o

l 

8生活労働環境に関する調査研究に関すること o

9下水，し尿消化槽，浄化槽等の汚水の試験研究に関すること O

-2-



職員の配置
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微生物課

1. 細菌関係

(1)依頼検査

赤痢菌及び寄生虫検査:学校給食調理者130名について毎月一回糞便の定期検査を行なった

がすべて陰性であった。

梅毒検査:病院，保健所の依頼で、1964検体について，ガラス板法，緒方法の二方法を行なっ

たが，ガラス板法陽性23件(1.2%)，緒方法陽性15件 (0.8%)，両法陽性28件(1.4%)で

あった。

トキソプラズマ抗体価測定:と畜場におけると畜解体従事者及びその他職員について， トキ

ソプラズマ抗体価測定を毎年行なっているが，今回行なった9人全員陽性で、あり，なかには

8192倍を示す抗体保育者がみられた。

食中毒検査:温泉施設(原因食ーもり合せ，原因菌-腸球菌，病原性ブドウ球菌〉青少年ス

ポーツセンター(原因食，原因菌ともに不明〉及び青森市内発生のポツリヌス症(原因食ーイ

ワナいずし，原因菌-E型ボツリヌス菌〉の3件であった。

食品検査:食品衛生法に基づく規格検査が主で，一般生菌数，大腸菌群，大腸菌，病原性ブ

ドウ球菌，サルモネラ菌，腸炎ピプリオ菌等の検査項目がある O 魚、肉ねり製品(ハム，竹輪

他〉大腸菌群陽性6件，畜産肉(マトン，豚肉〉大腸菌群陽性1件，冷凍食品(ホタテ〉大腸

菌群陽性3件，病原性ブドウ球菌陽性4件であったO 文魚肉(ニシン，ハタハタ，サパ等のい

ずし)はポツリヌス菌の検査で総て陰性であった。

水質検査:簡易水道は市町村依頼が主で，細菌検査250件中不適格は一般細菌42件(16.8%)，

大腸菌群77件 (30.8%)であった。その他，県内のし尿処理場依頼の放流水の検査結果はすべ

て水質基準内であった。

牛乳残留抗性物質検査:県内の4牛乳業者56検体についてTTC法，ディスク法による残留

抗生物質検査を行なったが，すべて陰性であった。
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昭和 51年度依頼検査件数

検 査 別 考
依頼件数

-M頼 i 行政依頼 | 
1640 I 578 I 陽 性 O

93 I - I " 0 

(-h'~ ~ -L +~ ，i'-I- 11");1'7 I '71'7 I両 法陽性 28 (1.4%) fガラス板法 1247I 717 I 
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1 ) 青森県湖沼における Clostridiumbotulinum分布に関する調査研究O

1973年より継続事業として青森県湖沼におけるボツリヌス菌分布調査を行なっており， 1975 

年まで魚介類及び土壌総計1069検体中73検体にE型ボツリヌス菌毒素を証明し， 19株のE型ボ

ツリヌス菌， 2株のF型ボツリヌス菌を分離した。 1976年には県内「十二湖J， I十三湖」に

おける調査を行なった。

検体数 242検体

2) ボツリヌス菌に抗菌作用を及ぼす菌株についての研究O

1973年より行なっているボツリヌス菌分布調査でボツリヌス菌に対し抗菌作用を及ぼす菌を

多数分離，その性状により 3種類のグループに分け代表菌種の同定と抗菌スベクトル検査を行

なっているO 現在のところ 1種類は BoticinE生産菌と判明したが，他の 2種類については

未だ結論をみていなし、。
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3) rイワナいずし」食中毒原因菌の汚染源調査。
9月19日青森市内F釣堀に「イワナいずし」摂食によるボツリヌス症が発生，細菌学的検査

の結果原因菌はE型ボツリヌス菌であったo rし、ずし」に使用のイワナが岩手県S養魚場より
搬入されていたところから， F釣堀に残っていたイワナ等についてE型ボツリヌス菌分離検査

を行なった。

検体数 72検体

2. ウイルス関係

1975年春，青森市，弘前市で小規模ながら風疹の流行が発生していたが， 1976年春に至り県

内全域に拡大した。流行規模の拡大と共に当所における妊婦の抗体検査依頼も急激に増加し，

年度末までにはかなりの件数に達した。今回の流行において，県内は勿論全国的に想像以上の

脳炎併発例が報告され問題視されているO 抗体検査を実施した我々側においてもいくつかの間

題点が見い出された。一つには検出抗体が初感染におけるものか再感染によるものかの判別で

ある O このことについては本報で若干検討した。

例年のごとく，冬期間流行するインフルエンザは1975年は全国に先がけて11月から流行し

た。この流行から分離したB型ウイルスはすで、に6月の学校集団風邪から分離したウイルスと

同型同抗原構造のものであり，冬期間の流行前すでに県内に浸淫していたと思われるO

最近全国的にインフルエンザウイルス分離にMDCK細胞が用いられるようになったが，本

年度中の材料で鶏卵法と併用して比較検討したところ，少なくても B型に関しては鶏卵に匹敵

する成績を得た。

また， 1918年'"""1919年に世界的に大流行したと考えられてし、る豚型インフルエンザウイルス

と類似のウイルスが1976年2月米国，ニュージャージー州の際分離された。このウイルスに対

する県内の40才以下の人と豚ではほとんど抗体を保有していなかった。

主な検査並びに件数

風疹抗体検査

i ) 一般依頼検査

日〉 保健所依頼検査

インフルエンザ検査

2，011f牛

1，243件

i ) 分離 49件 (B型陽性24株，未同定4株〉

u) 血清(ベア) 41件

出〉 自主検査 (A/New Jersey /8/76に対する抗体調査)

豚 400件

人 247件

日本脳炎感染源調査

豚血清 200件
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理化学課

1. 一般依頼検査

(1) 食品及び容器包装検査

検 査 種 目 l 検査件数 | 備 考

食品添加物 211 

人工甘味料 (51) サッカリン

着 色 手ヰ (45) 赤色3号

保 存 来十 (80) ソルピピン酸，安息香酸等

亜 石自 酸 塩 (31) 

亜 硫 酸 ( 3) 

過酸化水素 ( 1) 

栄 養 分 析 10 

乳製品規格試験 6 

着色料製品検査 4 

有害性物質 5 ひ素2，PCB2，残留農薬1

容器包装規格試験 12 
トー

| 凶|E十

(2) 水質検査

(ア)簡易水道全項目検査 297件

原水 221件， 浄水 76件

浄水76件中水質基準に不適となったもの29件 (39.2%)，不適となった項目は鉄19，マンガ

ン10，色度8，蒸発残留物6，塩素 5，総硬度5，アンモニア性窒素と亜硝酸性窒素の同時検

出3，一般細菌数2，大腸菌数2件であった。

(イ) その他の水質検査 235件 (431項目〉

(3) 温泉

(力中分析 20件

泉質による分類

泉 質

単 忠世

食 塩

硫 画変 塩

土 類

硫 イヒ オぇ 素

冷 鉱

計

泉 7 35 

泉 7 35 

泉 2 10 

泉 1 5 

泉 10 

泉 5 

100 
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(イ) 小分析 14件

鉱泉と認められたもの 9件

(功その他 3件

(4) し尿放流水及び室内環境

(カ放流水 (pH，SS， BOD， Cl，大腸菌)38件 090項目〉

げ) 消化槽，酸化槽 (pH，S8， BOD， Cl，大腸菌) 3件 (15項目〉

(功流入水，処理水 (pH，SS， BOD， COD， Cl，一般細菌，大腸菌) 6件 (42項目〉

判室内環境 9件 (41項目〉

(5) その他

洗剤検査 1件

2. 行政依頼検査

(1) 食品及び容器包装

調 査 事 項 l件数l
野菜，果実等の残留農薬

魚介類の水銀含有量 19 

玄米のカドミウム含有量 10 

食品のPCB含有量 28 

牛乳の残摺農薬 4 

つけ物の保存料とサッカリン 14 

清涼飲料水の成分規格検査等 10 

即席めん類の酸価，過酸化物価 6 

たこの着色料 1 

食品及び容器のフタル酸エステル 10 

たらこの亜硝酸塩 17 

塩化ビニル容器の塩ピ、モノマー 7 

陶磁器及びおもちゃの重金属 55 

言十

備 考

ぶどう(3)，キャベツ(2)，白菜(1)，じゃがし、も(3)，大根
(3)， りんご幽
いか，たなご，こうなご，あいなめ，めばる，きす，
ほっけ，かれい他

肉類(6)，鶏卵(3)，乳製品(4)，魚介類帥，牛乳(4)

たくあん漬，みそ漬，かす漬，福神漬

成分規格，着色料，人工甘味料

ジャム，マーガリン，チョコレート，ママレー}シォ
シャブリ，ピーチボール

しょう油，食用油，みそ，砂糖等の容器

磁器(5)，折紙のAs，Cu， Pb， Cd， Zn (50) 

(2) P C B及び残留農薬による母乳汚染疫学調査 10件

(3) 水質調査

飲料水精密検査 3件 (86項目〉

その他水質検査 14件 04項目〉

付) 温泉の重金属調査 (Cu，pb， Cd， Zn， As， Hg) 
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碇ケ関地区 9ケ所 大鰐地区 9ケ所

(5) I有害物を含有する家庭用品の規制に関する法律」に基づく家庭用品の試買検査

ホルムアルデヒド 8f牛

塩ピモノマー

有機水銀

塩酸，硫酸

5件

8件

5件計26件

3. 調査，研究事項

(1) 魚介類加工添加物の使用状況調査

最近，県産魚介類加工食品が他県において違反食品としての措置がとられるなど食品添加物

に対する消費者の関心が高まると同時に食品衛生行政に対する監視の目も厳しし、。そこで50年

度からこれら加工品に使用される保存料の種類及び添加量を把握することを目的としてすでに

調査を行なってきたが， 51年度も引き続きこれら保存料の適正使用を推し進めるため調査を実

施した。 調査件数 30件

(2) 青森県産魚介類中の有害性元素

昭和49年度， 50年度に引き続き魚介類の汚染に対するパックグランドとしてのデータを作成

するため，魚介類中の水銀，鉛，カドミウム，銅，ひ素含有量を調査した。 調査件数 20件

(3) 青森県産魚介類中の有機塩素系農薬の調査

本県産魚介類の有機塩素系農薬 (BHC，DDT， ドリン剤)による汚染状況を把握するた

め，昭和51年度より 3年計画で調査を行なう O 調査件数 20件

仏) カラスの汚染調査

カラスの筋肉，肝臓，腎臓，脳，脂肪中の残留農薬 (DDT，BHC， ドリン剤)及び羽毛

中の水銀，鉛，カドミウムを調査した。調査件数各々 1件
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青森県衛生研究所報 14， 11--12， 1976 

1. 1975年11月野辺地町に発生のボツリヌス症と

推定される 1例

まえがき

1975年11月青森県内でボツリヌス症と診断された食中

毒患者があり，当衛研で細菌学的検査及び疫学調査の一

部を行なったのでその概要を報告するO

発生概況

昭和50年11月30日午前7時，上北郡野辺地町裏のF家

において自家製の「イワシいずし」を摂食した家族3名

中 1名がボツリヌス症で入院したが，幸い重症には至ら

なかった。

七戸保健所の調査によると，患者T.F. (37才)は11

月15日より自家製の「イワシいずし」を毎日のように摂

食していたが， 11月30日午前7時頃になって目まいと脱

力感があり，午前8時の朝食(円、ずし」摂食) 1時間

経て複視，正午から夜にかけ頻回の幅吐と口渇，舌のも

つれ，腹部膨満感，尿閉等の症状を呈し， 12月1日午前

9時野辺地町のO医院に入院， 12月3日公立野辺地病院

に転院，複視を主訴とするボツリヌス中毒と診断され

た。入院後直ちにE型ボツリヌス抗毒素血清を用い血清

療法が行なわれ快方に向った。しかし，軽い口内乾燥感

や眼症状は入院18日間も続いていた。

原因食品と考えられる「イワシいずし」は，七戸保健

所調査によると.10月17日から20日にかけて患者の妻に

より同町内の姉の家で以下の方法で漬け込まれた。ま

ず， 17日同町内の商庖より購入したイワシを三枚に下

し 3日間水出しを行ない約3時間酢に浸した。次にそ

のイワシとこうじ，米飯，ニンジン，キャベツを熱湯消

毒した181入りの樽に漬け込んだ。

細菌学的検査

当衛生研究所には， 10月3日にイワシ 3切れの入った

，1.、ずし」と患者血液 4日に患者の妻と娘の血液 5

日に患者糞便 7日に娘の糞便が送附された。検体処理

は検体到着目に行なった。

1 )方法

患者食べ残しの「し、ずし」は3切れ各々を 1検体とし

(各々1O~15g) ，便は各々約 1gを，血液は遠心分離

した血清を検体とした。，し、ずし」検体は乳鉢内ですり

つぶしながら μg/mlジヒドロストレプトマイシン加

1モルPB S 1O~15ml を加え乳剤とし，便投体は向上

PBS約10m1を加え室温で 1時間放置した。次に上記

山本耕一川村正栄

豊川安延大友良光

各処理検体を 3000rpm30分間遠心し，上清について

は， 0.1%にトリプシン (Difco，1 : 250)を加え37'C

1時間放置，その 0.5mlをマウスの腹腔内に接種して毒

性試験を行なった。，1.、ずしJ，便検体の遠心沈査につ

いては，常法に従いLV寒天平板培地に塗抹後嫌気培養

して菌分離を試みる一方，各々の検体を2本宛の10m1肝

片加肝臓ブイヨンに約1g宛接種し 1本は60'C20分間

加熱，他の 1本は非加熱で増菌培養を行なった。分離

菌株の生物化学的性状検査は常法)こ従つた。

2) 結果

いずれの検体からもボツリヌス毒素は証明されず，ま

たボツリヌス菌も分離されなかった。しかし，患者糞便

より E型ボツリヌス菌に生物化学的性状の一致する無毒

の菌が分離された。

疫学調査

10月19日に患家を訪門し疫学調査を行なった。調査過

程で， ，し、ずし」に使用のイワシの内臓が庭に埋められ

ていたこと，残りの「し、ずし」は一旦庭に埋められたが

既に掘り起こされ焼却されていたこと，また患家の「し、

ずし」と同時に漬け込まれた n、ずし」が妻の姉の家に
あること，更に又，患者は発症する前日の晩に某飲食庖

で豚肉パラ焼き，ソパ等を食し，ビールを飲んでいたこ

となどが判明した。以上の事実より考え，常法に従い本事

例関係場所より採取の検体についてボツリヌス菌分離検

査を試みたが，ボツリヌス菌は分離されなかった(附表〉。

表本食中毒関係場所より採取した検体

からのボツリヌス菌分離検査成績

検体採取~ J-lc. r1'. '1'-;f; *'" I ~H-*Ir I 
場 所| 検体の種類 |検体数|結果

「し、ずし」を埋めた庭土壌

患家周辺 lイワシ内臓を埋めた庭土壌

流し場の排水溝の汚物

O飲食店|流し場の排水溝の汚物

11苫前の用水路の汚物

肉 屋|流し場の排水溝の汚物

患家妻の IIイワシいずしJ1樽
姉の家|

" 
" 

" 
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考察

細菌学的検査において，自家製「イワシいずし」と患

者糞便からはボツリヌス菌毒素は証明されず，ボツリヌ

ス菌も分離されなかった。また，患者血清からもボツリ

ヌス毒素は証明されなかった。更に，患者と同時に「イ

ワシいずし」を摂食した家族2名の糞便，血清も陰性で

あった。そこで，疫学的解明の目的で、関係場所における

ボツリヌス菌分布調査を行なったが，総て陰性に終っ

た。但し，患者糞便より E型ボツリヌス菌と生物化学

的性状の一致する無毒E型ボツリヌス類似菌が分離され

た。この事実は，実験的証明はまだ去をし、が，腸管内にお

けるポツリヌス菌の無毒変異の可能性も考えられるとい

う点で今後のポツリヌス症解明に重要な意味を持つもの

と考えられるO

以上，細菌学的検査においてはボツリヌス菌陰性であ

ったが，患者が r¥，、ずし」を摂食してボツリヌス症と診
断されたこと，並びに， E型抗毒素血清治療で、回復した

と思われることにより，本症例はE型ボツリヌス症と推

定される O

本症例は1977年第12回青森県環境保健部職員研究発表

会において発表した。

文献

1 ) 山本耕一，他:青森県湖沼における

Clostridium botulinum分布に関する調査研究(第E

報〉・青森県街生研究所報， 13， 61--69， 1974~1975o 

2) 山本耕一，他 :E型ボツリヌス菌に桔抗作用を

示した 1菌株・青森県衛生研究所報， 13， 46ー 52，1974 

~1975o 
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青森県衛生研究所報 14， 13-18， 1976 

2. 1976年青森市内に発生の「イワナいずし」に

よるボツリヌス症

緒 Eコ

我国におけるボツリヌス食中毒は， 1951年北海道岩内

郡島野村で起った「ニシンいずし」によるものが最初

で，以後1974年迄73件発生してl、る。原因食品のほとん

どは北国特有の保存食である魚の「し、ずし」で，発生は

山本耕

豊川安延

川村正栄

大友良光

その食性と関連し北海道，東北地方に集中しているO 青

森県内では表 1に示すとおり， 1975年までに8件発生し

他に 3件の推定発生例がある O 今年9月19日，県内では

第 9件目の発生があったのでその発生状況，細菌学的検

査，及び汚染源調査について報告する O

表 1 青森県のボツリスス食中毒発生例

発生年月日 発 生 場 所

2.3) 
1955. 9. 25 青森市上三と町
3) 

1956. 10. 7 協野沢村字滝山
3.4) 

1956. 10. 7 青森市大字沖館小浜
3) 

1956. 10. 9 脇野沢村字小沢
5.6) 

1959. 11. 5 甲地村字従来のド
7.8) 

1967. 6. 19 十和田町字奥瀬
9) 

1969. 12. 27 青森市大字奥内
10) 

1970. 10. 13 田舎館村宇田舎館

1976. 9. 19 青森市大字平新田

推

3) 
1950. 10. 16 今別町 本木村

1967. 7. ワ 田 4に1と 館 キナ
11) 

1975. 11. 30 野辺地町新町裏

発生概況

1976年9月18日，青森巾大字平新田字池上のF釣堀補

修工事完了祝いに出席していた4名が自家製の「イワナ

いずし」を食べ 4名のうち 3名がボツリヌス食中毒で

入院した。しかし，早期血清療法で、 3名とも死を免がれ

たO

青森保健所調査資料より届出日別患者発生状況をまと

めると表2のようになるO 尚，以下に述べる原因食品判

明により青森保健所で潜伏時聞を調べたところ，患者

M.K.は6時間，患者T.K.は10時間，患者S.K.は11

|摂食者 l患者 l死者| 原因食品

定

7 3 サンマいずし| E 

4 3 アジいずし E 

2 1 O カレイかゆずし| B 

4 2 1 アジいずし i E 

4 1 O ハタハタいずし E 

4 3 1 ヒメマスいずし l E 

3 1 O アジいずし| E 

4 3 2 サパ水煮缶詰| E 

4 3 O イワナいずし E 

一一一一一一一一

例

4 4 3 アジかゆずし 。
ワ ワ 2 ニシンいずし! ワ

3 o I イワシいずし| E 

時間であった。経過は早期血清療法の奏効により良好

で，患者M.K.は9月30日，患者T.K.は10月21日，患

者S.K.は10月2日に回復退院した。

青森保健所調査による患者3名と非発病者 1名の食品

摂食状況は表3に示した。これより原因食品は「イワナ

し、ずし」と推定された。

また， rし、ずし」として漬け込んだイワナがボツリヌ
ス菌(以下ボ菌と略)に汚染されていた可能性があり，

青森保健所でイワナの入手経路を調査したところ，表4

に示す如く入手先は岩手県のS養魚場であった。
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表 2 届出日別患者発生状況

昭和 51 年 9 月

届出日時と届出

病院

発症者

症 状

19日(日)

9時(中部病院〉

M. K.男.49才

呼吸困難

膜下困難

口渇

瞳孔散大

18日幅吐2回

19日下痢1回

表 3 9月18日晩の摂食食品

虫本|摂食|
芯骨|時刻| 摂食食

口
口口

M.K. I 20時 |イワナいずし(約120g) ，さもだ

しと豆腐のみそ汁〔昼の余りも

の)

T.K. I 20時 |イワナいずし(約80g)，キンキン

の塩煮汁

S .K. I 20時 (イワナいずし(約40g)，さもだし

と豆腐のみそ汁(昼の余りもの)

他に，非発病者H.K.は，同日 9時， 12時にイ

ワナいずし計約120g摂食した。

「イワナいずし」漬け込みの概略は，青森保健所調査

によると次のとおりであるO イワナ 4匹の頭部及び内臓

を除去して三枚に下し，水道水で洗、樵後水晒しを 3日間

行ない，更に酢と塩で 3日間漬け込み，洗源後米飯，キ

ュウリ，ニンジン，生ショウガ，酢，塩を混ぜて漬け込

んだ。

細菌学的検査

1 )方法

患者発生後土に埋められていた「イワナし、ずし」全量

を回収する一方，各病院より送附の患者3名の血液，糞

便を検体とし以下の如く細菌学的検査を行なった。

「イワナいずし」検体については，土の混入した全量

約 1kgを約50g宛20検体に分け，各々を乳鉢内ですりつ

ぶしながら等量の滅菌生理的食塩水を加え50%乳剤とし

た。血液検体については， 1500 rpm 10分間遠心して血

清を分離した。また，糞便検体については，これに等量

の750r/mlジヒドロストレプトマイシン加滅菌生理的食

塩水を加え室温に30分間放置した。次に上記各前処理検

体を3000rpm 30分間遠心し，上清については， 0.1%に

20日(月) 23日(木)

11時50分(県立中央病院〉

届出前に， 19日15時青森市

内吉田病院で診察

16時45分(中部病院)

届出前に， 22日11時青森市

内武山医院で診察

T. K.男.50才

めまい

S . K.男.36才

目がひっぱられるようにボ

ーッとする手足のしびれ

瞳孔散大 手足のしびれ

腹痛

尿閉

体，足がだるい

表 4 イワナの入手経路

昭和51年

8月3日12時30分

岩手県のS養魚場

↓ 活魚専用運搬車， 50匹
3日 青森市内F釣堀
↓ 

4日 患者M.K.が F釣堀の養魚槽から

はねあがって陸上で舞死していたイ

ワナ 4匹を自宅に持ち帰るO
↓ 
患者M.K.の妻が「し、ずし」として

漬ける O

トリプシ (Difco，1 : 250)を加え3TC1時間作用さ

せ，各々 0.5ml宛16~18g マウス 2 匹の腹腔内に接種し

て毒性試験を行ない， rイワナいずし」と糞便沈査につ
いては，常法に従い菌分離検査を行なった。尚，ボ菌毒

素中和試験には， 11U/mlのA，B， E， F型各ボツリ

ヌス診断用抗毒素血清(千葉県血清研究所製)を使用し

た。分離菌株の生物化学的性状は対照としてE型ボ菌岩

内株を用い常法に従って行なった。

2) 結果

前処理検体遠心上清の毒性及び毒素中和試験による毒

素型は表5に示した。ボ菌分離検索中，毒素証明「イワ

ナいずしJ9検体のうち 4検体に BoticinE生産菌aの混

在が確認されE型ボ菌分離は極めて困難であったが，増

菌前の「イワナいずしJNo.18検体，増菌後の「イワナ
し、ずしJNo. 13検体，そして患者M.K.の増菌前の糞便

検体より計3株のE型ボ菌を分離したD これら検査経過

の概略は表6に示す。分離E型ボ菌の生物化学的性状は

E型ボ菌岩内株と一致した。
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表 5 イワナいずし，患者血清，糞便の細菌学的検査成績

検体の種類と
検体番号

検体採取|前処理検体に
月 日 l検出の毒素型 面台 考

1 9 月 20日

2 " 

3 " 

4 " E 

イ

ワ

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

 

ー，A

唱
'
A

吋
』
A

守
'
A

守
E

A

1

E

A

" 
" E 

ナ " 
し、

" 
ず

し
" 

" 

E

E

E

E

 

※ Boticin株

" 

" " 
" 

増菌液よりC1.botu.E， " 
" " 
" " 

16 " 
17 " E

E

E

 

Cl. botu. E (平新田-1)，Boticin株公
U

Q

J

O

U

-
-
2
 

" 
" 
" 

" 
11 E 増菌液よりCl.botu. E (平新田-2)

:4:l 
，仁三、

※印は BoticinE生産菌株の混在することを示す。
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表 6 細菌学的検査経過の概要

年月 日 時刻

11時

11時50分

14時 | イワナいずし，患者2名の血液，糞便が街研に届く O

15時 | 検体前処理開始。

17時25分 1 マウスに対する毒性試験開始。

昭和51年 9月19日

検 経 備 考査 過

M.K.入院

T.K.入院

18時30分 | スクリーニングとしてE型抗毒素血清による毒素中和試験開

始。

イワナいずし検体のマウスが，ボツリスム症状を呈し始める O

イワナいずし No.12検体のマウスが，ボツリスム特有の症状

で舞死。イワナし、ずし No.13の症状顕著O

イワナいずし No.12，13検体について， A， B， E， F型各

抗毒素血清を用い，毒素中和試験開始。

中和試験の結果 E型ボ菌毒素であると決定。

汚染源調査

本食中毒原因菌であったE型ボ菌の汚染源を追求する

目的で 9月21日 F釣堀のイワナ，同釣堀の池，同釣

堀周辺の土壌，そして「し、ずし」を漬け込んだ患者M.

K.の家附近の下水道と庭土壌について E型ボ菌分布調

査を行なったO 検体数と検査結果は表7に示しE型ボ菌

の分布図は図 1に示す。

震襲警除体数liiil喜界最| 備
患|吋 5I 21 0 ! 

21 0I 0 I 

川oI 0 1 
引 31

堀|周辺|ペ川

計|ペベ 41

19時

20時20分

21時

21日 8時30分

23日 16時45分

24日 13時30分

10月7日 14時30分

家

釣

池

S.K.入院

イワナいずし No.18の前処理検体より E型ボ菌分離。

イワナいずし No.13，患者M.K.の糞便両肝々ブイヨン増菌

液より E型ボ菌分離。

図 1 土壌における E型ボ菌分布図

-印はE型ボ出毒素証明地点
。~~は陰性地点
1 -10は養，\üt\~i( 2 は，イワナ養~{~問)

F釣堀

• 一:邑-
F4}00:ヨ・
仁色

。仁口-

i。宮o
u.E・仁口・
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。
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この結果から，本食中毒原因菌であるE型ボ菌の汚染

源はF釣堀の土壌であることが判明した。また，患家附

近下水道に存在のE型ボ菌は， rし、ずし」を漬け込む時
又は「し、ずし」摂食後の食器洗臓により洗い流されたも

のと考えられるO

考察

本事例の細菌学的検査で，思者食ベ残し「円し

検体中， E型ボ菌毒素証明検体は9検体のみであった。

この事実は， E型ボ菌毒素が r¥，、ずし」内で部分的に産
生されたことを意味する O このことから，本例で、発症者

と同一「し、ずし」を摂食しでも発症しなかった 1名は，

たまたま毒素の産生されていない部位の「し、ずし」を摂

食したのではないかと考えられる。また， E型ボ菌毒素

証明日、ずしJ9検体中 4検体に BoticinE生産菌が混

入しており E型ボ菌分離を困暖にした。これまで我国

における E型ボ菌毒素による食中毒例で， Boticin E生

産菌が検体に混入していた事実の報告はなし、。しかし，

原因食品からのE型ボ菌分離困難であった例には本事例

同様BoticinE生産菌混入の事実があったので、はないか

と考えられる。

次に，本食中毒に関連して行なったE型ボ菌汚染源調

査により， F釣堀土壌における E型ボ菌の高い存在率が

証明され，本食中毒原因菌である E型ボ菌の汚染源はF

釣堀の土壌であることが判明した。しかし何故E型ボ

菌がF釣掘に多いのかは解明できなかった口これを解明

するには，我々が現在行なっている水域地d貯におけるボ

菌分布調査とは別に，水域地帯と無関係の内陸土壌にお

ける E型ボ菌aの分布調査を行なわねばならない。

これまでの青森県内におけるボツリヌス症患者死亡率

は45%以上と高率であったが，本食中毒の場合は重症患

者がいたにもかかわらず全員死を免がれている Q この理

由として，近年青森県内にボツリヌス症は「し、ずし」に

よる食中毒としづ観念が一般に浸透し始めた結果，医師

の診断と治療が極めて早かったこと，それIIこ毒素型決定

検査の早かったことなどが挙げられる口但し，ボツリヌ

ス症患者ーには直ちにボツリヌスA，B， E， F型混合血

清を使用すべきところ，今回一部に毒素型決定前にE型

抗毒素血清のみ使用されたことは問題である O 何故なら

我国にはE型ボ菌以外にA，F型ボ菌も存在し， A， B 

型ボ菌による食中毒も発生しているからである O 従っ

て，単独血清はあくまで毒素型決定後に使用すべきであ

るO

尚，本症例は1977年第12回青森県環境保健部職員研究

発表会， 1977年第85回弘前医学会例会，そして1977年第

31回日本細菌学会東北支部総会において発表した。
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青森県衛生研究所報 14， 19--22， 1976 

3. 青森県湖沼における Clostridiunlbotulinum 

分布に関する調査研究(第IV報)

緒扇

著者らは青森県におけるボツリヌス症の疫学に関連

し， 1973年より継続調査事業として県内湖沼におけるボ

ツリヌス菌(以下ボ菌と略〉分布を把握する目的で調査

を行なってきた。 1973~1975年迄は県内太平洋側の内陸

及び沿岸地域の湖，沼，川の調査をし， E， F型ボ菌分

布，特にE型ボ菌の広範囲なる分布を明らかにした。

1976年度は，日本海側の内陸十二湖地域及び沿岸の十

中里町

山本耕一川村正栄

豊川安延大友良光

三湖地域土壌及び魚類について調査を行なったので報告

するO

調査地域

調査地域は青森県西津軽郡岩崎村所在の十二湖地域の

「越口ノ池J(池岸線約700m)， r八景ノ池J(池岸線
約700m) 及び青森県北津軽郡市浦村所在の十三湖(湖

岸線25km)，同湖に流入する各河川河口(山田川，岩木

川，鳥谷川，相内川，今泉)[1)の地域である。調査地域

を図pこ示す。

被検材料

土壌検体:十二湖地域の岸土壌は，約

100m毎の地点で1辺1mの三角形の各

頂点より計3検体(各々200g~300g) 

を土中15~20cmの深さより，採取十三湖

岸及び同湖流入の各河川河口両岸土壌に

ついても上述同様に，十三底土壌は湖岸

100m沖より採泥器 (Ekman-Berge 

Oridge， No. 2007-A)を用いて採取した。

魚類検体:十二湖に関しては，ふなは

八景ノ池より得，にじますは越口ノ池附

近の養漁場のもので，岩崎村役場の厚意

により分与をうけた。十三湖の魚類は十

三湖漁業協同組合より購入した。

実験方法

心。越口ノ池
入景ノi也

十二湖

表 I

N 

4 

昭和51年度十二湖，十三湖のボ

菌分布調査による検体数と種類

数

日

4
一

体

一

数

検

一
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す

な

一

ら
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一

一
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一
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一
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し

う
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一

じ

一

i

の
ら
一
-
一
言
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剖

魚

一

に

ふ

一

ぼ

こ

こ

ふ

し

一

一

向

一

世
引
:
引
叫
引
両
日

検

一

十

一

壌

一

岸

岸

一

岸

底

岸

岸

岸

岸

岸

一

一

池

池

一

湖

湖

川

川

川

川

川

一

一
L

F

U

一
一
一
一
一
一
一
回
木
谷
内
泉
一

土

一

八

越

一

十

十

山

岩

鳥

相

今

一

湖

一

湖

係

一

一

一

三

十

一

十

関 10 

0

9

9

0

 

守
E
A

唱
E
A

計 62 

土壌検体前処理は山本らの記載により行い，魚類は，

頭部と内臓部に分けて検体とし，わかさぎについては10

匹まとめて乳剤化L，1検体とした。毒性試験は，毒性

のあった検体については再度行ないマウスの症状を確認

した。ボ菌分離は同一検体にBoticinE生産菌の混在を

考慮し，真球層集落平均 100個を釣菌し検査を行なっ

た。増菌，中和試験，生物化学的性状， Botic"n E生産

菌，回線培養法等に関する検査法は総て山本らの記載に

よるO

結果

1. ボ菌毒素証明，菌分離

毒性試験及び中和試験において，土壌180検体中34検

体(18.9%)の培養上清接種マウスに次の異なる毒性態
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の培養液12検体中3検体より，吏らに b) の培養液5

検体中1検体より，計17検体中4検体より E型ボ菌を分

離， c)の培養液17検体からはボ菌分離陰性であったO

上述34検体の名称，検査集落数 E型ボ菌分離件株，

Boticin E生産菌分離株数，及びマウスに対し異なる毒

性態度を示した検体の詳細は表Eに記す。

度を示した検体は a)，培養液に E型ポ菌毒素証明の

12検体， b)，培養原液ではボツリスムス様症状を呈

し舞死したが等量に各ボ菌抗毒素 (A，B， E， F)及

び生理食塩水を夫々加えた培養希釈液では毒性を示さ

ない5検体， c)，培養原液ではマウス艶死，再試験で

は舞死しない17検体である O これら毒性を有するもの，

及びマウス舞死の疑わしい検体からのボ菌分離は， a) 

態度

C 

C 

性
※
毒

マウス致死34検体からのボ菌， Boticin E生産菌分離成績

ボ菌分離株
数と毒素型~I 毒剤 12査委|点|検

号|番

表 E

107 

103 

101 

101 

105 

C 

C 

C 

a 

C 

b 

C 

a 

b 
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b 

C 

C 

34 

6 

2 

C 2 

C 

C 
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a 

4 

E 2 114 

103 

106 

106 

104 

112 

104 

105 
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E 

E 

a 

b 

a 

a 

b 

a 

a 

17 

23 

9 

1 

E 

E 

E 

2 

1 

1 

99 

98 
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126 
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106 

110 
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103 

110 

110 
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E
E
E
-
-
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H
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-
-
E
E
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E型ボ菌毒素証明率は土壌180検体中12検体 (6.7%)

で，このうち検体別の証明率は，十三湖2.3%.同湖底

2536'.岩木川，鳥谷川共に16.75弘山田川，相内川共に

8.3%で十三湖全域に亘る分布を示し，特に湖底及び河

川河口土壌では高率であった。

十二湖地域の越口ノ池は6.7%.八景ノ池で、は陰性で‘

あった。 E型ボ菌毒証明地域を図Eに示すO

生物化学的性状倹査において，分離株E型ボ菌4株中

2株はザリチンを分解する点で異なるが，他の性状では

岩内株に一致した。

2.検査集落数に対する E型ボ菌及び BoticinE生産

菌集落の割合

分離検査の際，前述34検体中15検体 (44.1%)から

図 II E型ボ菌毒素証明地域

日

Boticin E生産菌を分離，このうちE型ボ菌毒素証明12

検体からのE型ボ曹.Boticin E生産菌集落数の割合

は. [""越口ノ池」検体5ー IはE型ボ菌1.8%.Boticin 

E生産菌29.8%. [""鳥谷川J4-1は. E型ボ菌1%，

Boticin E生産菌 8.8%. [""山田川」の l-llはE型ボ

菌1.7%. Boticin E生産菌14%の割合で混在が認めら

れ. [""鳥谷川J1-illではE型ボ菌0.9%で BoticinE 

生産菌の集落は得られなかった。

a). b). c)に分類した.34検体からの菌分離は上

述の通りであるが，両菌分離の関係を表Eに記す。

魚類62検体からはボ薗毒素証明，ボ菌分離共に陰性で

あった。

-・土壌採取地点
(番号は地点番号)

・-…E型ボ菌毒素証明

表阻 毒性態度別検体からのボ菌.Boticin E生産菌分離成績

E型ボ菌のみ分離……………………...・ H ・..…….，.・ H ・.........・ H ・..1

-E型ボ菌および BoticinE生産菌分離…....・ H ・-…...・ H ・-….2
a) E 型ボ菌毒素証明 12一一|

一一BoticinE生産菌のみ分離...・ H ・....・ H ・....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・-…5

-E型ボ菌および BoticinE生産菌陰性………・・…....・ H ・...4

!-E型ボ薗および BoticinE菌分離・…...・ H ・...・ H ・-…...・ H ・-… 1

b) 培養原液のみに毒性証明 5一一卜-BoticinE生産菌のみ分離...・ H ・....・ H ・...・ H ・.....・ H ・..… H ・H ・...2

I--E型ボ菌および BoticinE生産菌陰性…....・ H ・...・ H ・...・ H ・..2

一-BoticinE生産菌のみ分離...・ H ・..…...・ H ・..…...・ H ・.....・ H ・..…5

c) 再毒性試験でマウス襲死せず 17一一

E型ボ菌および BoticinE生産菌陰性…...・ H ・..…...・ H ・..…12
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考察

本調査で日本海側の十二湖及び十三湖土壌にE型ボ菌

が広範囲に亘り分布することが明らかとなった。特に十

三湖に流入の各河川，河口土壌培養液中に高率にE型ボ

菌毒素を証明したことにより，各河川上流にE型ポ薗の

存在が推定されるD

E型ボ菌毒素証明検体からのE型ボ菌分離は従来の報

告例に比して高率であると言得るが，得られた分離株は

平均111集落中1.5集落の割で，菌分離は極めて困難であ

った。従って1O~20菌集落の程度の検査ではE型ボ菌分

離陰性に終る可能性が大きいと思われるO 又，多数の菌

集落からのボ菌検査は必要以上に労力を費やすが，今回

は画線培養法によりこれを解決した。更らに分離培養に

おいて E型ボ菌集落が少ない最大の原因として Kaut-

terら，山本ら， Anastasioら，安藤の報告にある Bot

icin E生産菌が混在していることであるO 又，他の原

因としては，検体に初めから E型ボ菌数が極めて少ない

こと， E型菌に対して桔抗作用を示す Boticin E生産

菌以外の菌，あるいは化学的発育問止物質の混在，更に

は他のE型ボ菌発育問害因子の存在が推測されるが現在

のところ Boticin E生産菌以外の阻害因子に関する報

告例はない。

1973~1976年度分布調査において，著者らは E型ボ菌

のみならず， A， B F型ボ菌に拾抗作用を有する 1菌

株，及び Boticin E生産菌とは異なる E型ボ菌発育回

止菌1菌株を分離し，両菌の拾抗的役割に関しては目下

検討中である O

なお本調査の要旨は第30回日本細菌学会東北支部総

会，第12回青森県環境保健部職員研究発表会に於いて発

表した。
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4. 組織培養細胞(MI)CJK細胞)を用いたインフ

ノレエンザウイノレス分離と昨年度のインフノレエ

ンザの流行

まえがき

患者材料からインフルエンザウイルスを分離する場

合，発育鶏卵の羊膜腔への検体の接種が，最も鋭敏な方

法として用いられてきた。ヒト胎児， トリ胎児細胞や，

ウシ，ハムスター， ミドリザ、ル，アカゲザノレ等の動物腎

細胞が用いられる場合もあったが，これらはインフルエ

ンザウイルスに対する感受性，再分離性において，発育

鶏卵に到底及ばず，培養細胞は補助的な役割を果してい

たにすぎなかった。しかし最近イヌ腎細胞由来の株化細

胞であるMDCK細胞は，広くインフルエンザA型並び

にB型各株に対して高い感受性をもつことが報告され，

直接患者のうがし、液からインフルエンザウイルスを分離

することが可能になった。

そこで、われわれは，昨年秋から今年の冬にかけて青森

県下で、流行したインフルエンザ様疾患， 38名の患者うが

し、液を用い，発育鶏卵eMDCK細胞による分離を行な

ったのでその成績を報告する。

成績

38検体中発育鶏卵に接種しインフルエンザウイルスが

分離されたのは19検体，分離率50%であったのに対して

MDCK細胞では21検体， 55%であった。(表 1) 

表 1 MDCKと発育鶏卵による分離数の比較

55% 

50% 

※分離数

※※検体数

分離したインフルエンザウイルスはHI法により B型

と同定された。又昨年6月分離の代表株と11月の分離代

表株とが表2，3の示す様にほぼ同じ抗原構造を有する

ことから昨年秋に流行したインフルエンザウイルスB型

は，すでに6月頃までには県内に侵入していたと考えら

れる O

阿部幸一佐藤允武

福井和子

表2 フェレット免疫血清による交差試験

(予研成績)

¥¥  抗血子 1"RI~::?k 1"R I~* 1 峠 | 
¥¥、 一 IB/青森 IB/青森 IB/岐阜 ¥B/神奈川
抗原 ¥¥I /1/761 /日61 72/η/3/76 
※ 
B/青森/1/76 1 256 128 1 512 
※※ 1 - I 

B/青森/5/76 I 256 I 64 I 512 

B/岐阜/2/73

B/神奈川/3/76

128 

1024 

1024 

256 

64 

2048 

※1976. 6.分離代表株

※※1976. 11.分離代表株

表3 ラット免疫血清による交差試験

(青森衛研成績)

¥¥¥抗血清 IB/青森 IB/青森川/岐阜 IB/神奈川
抗原¥¥| 九/761 /5/76i /2/731 /3/76 

※ 
B/青森/1/7
※※ 
B/青森/5/7

B/岐阜/2/7

B/神奈川/3/7

512 

512 

64 

6 128 

256 64 256 

512 64 256 

128 128 64 

256 64 1024 

※1976. 6.分離代表株

※※1976. 11.分離代表株

MDCK細胞を用いたインフルエンザウィルスの分離

率は発育鶏卵に匹敵すると考えられ，しかも発育鶏卵を

用いての分離には受精卵を入手してから分離まで約2週

間かかり，又羊膜腔に接種するとし、う技術的困難さ及び

卵の価格の点からみてMDCK細胞によるインフルエン

ザウイルスの分離は今後広く普及するものと考えられ

るO われわれは今回MDCK細胞を用い，インフルエン

ザB型の分離しか報告していないが， A型も今年6月に

MDCK細胞を用いて分離しており， B型同様に分離に

も十分期待できるものと考えられる O 又昨年秋分離した

B型は昨年度使用ワクチンの岐阜株と表2，3に見られる
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ように，動物種による差はあるが，かなり交差すること

が認められた。
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5. 諸検査法による風疹感染時期の検討

緒 E司

風疹に罷患すると急性期の血清中に本ウイノレス vこ対す

る特異 19M抗体が出現し，数週間持続するがこの抗体

は回復期には，特異 1gG抗体に転換するといわれてい

るO 従って，風疹では特異 19M抗体を証明することに

重要な意味があり，いくつかの方法を使って 19M抗体

の測定が行なわれているO

私達は風疹躍患者(抗体保有者〉の感染!時期を知る目

的で血清中の 1gG抗体を非特異的に吸収する Prutein

A-Sepharose CL-4B Gel (P A S G)と 19M抗体

を失活させる 2-Mercaptoethanol (2 M E)を用い，

比較検討した。

実験材料及び方法

1 ) 吸収用PASGの調製法

Protein A Sepharose CL.-4B CPhamacia Fine 

Chemical社〉の凍結乾燥粉末0.59を3.5mlの蒸留水に

膨潤したものを吸収用ゲルとして実験に使用した。

2) 吸収方法

小野義三らの方法により Phosphatebuffered saline 

(P B S)で2倍に希釈した被検血清0.2mlとPASG

0.2mlを混合して 4
0

Cで1晩反応させた後3000回転20分

の遠心を行ないPASGを除去した血、清を実験に使用L

TこO

3) 見広赤血球凝集抑制 (H1)試験のやI;j式

予研法により血清処理はカオリンで，血球はガチョウ

血球0.25%を使用し，未処理血清， PASG血清， 2M 

E処理血清について同時にHIテストを実施した。

成績及び考察

無症状で、且つ，抗体価の比較的低く，明らかに最近の感

染が否定される6例のPASG処理の成績を表(1)に示す。

抗体価はすべてPASGに吸着され，特異 19M抗体

は検出されなかった。

表(2)は急性期で低いながら抗体を保有，回復期で、有意

上昇し，本期間中明らかに感染したと考えられる例であ

るO 急性期血清における抗体価は表(1)と同様すべてPA

SGにより吸着され，特異 19M抗体の存在を証明し得

ないが回復期においては本特異抗体が検出された。

一方，症状を有し 8倍以下から有意上昇をし，明らか

に初感染と考えられる 31JUと高い抗体価をもっ2例のP

ASG並びに 2ME処理成績を表(3)に示す。症例1)1~3 

福井和子阿部幸一

佐藤允武

表 (1) 占い過去の感染と考えられる

PASG処理成績

症例 氏
名有無年月日未処理[処PAS 

1 Y.T 16 <8 

2 Y.N " I 3.24. 128 く8

3 T.T " I 2.25. 64 く8

4 Y.T " I 4. 9. く8

5 Y • 1 " I 4.28. <8 

6 K.S " I 3.18. 64 8::1:: 

G
理

表 (2) 再感染と考えられるPASG処理成績

つ

白

内

J

4

官

は明らかに特異 19M抗体がPASG及び2MEによっ

ても証明され，症例5は回復期のみならず急性期におい

ても，又症例4ではPASGで、その存在が確認された。

以上PASGと数例の 2ME処理抗体について述べた。

その結果，初感染(表3)再感染(表2)と考えられ

る例では，いずれも PASG処理により非吸着抗体(特

異 1gM)が証明され， 2ME処理抗体とも相関がみら

れた。

一方，古い過去の感染と考えられた6例(表 1)では

症例6の8土倍を除き，いずれも PASG吸着抗体(1 

gG)であった。したがって， PASG非吸着抗体の存

在は比較的最近の感染を意味すると考えられ新しい感染

か否かの判断に応用できそうである O しかしながら，血

清中の 1gGの95%以上がPASGにより吸着されると

共に， 1 gM (約50，%)， 1 gA (約30%)も吸着される

との報告もあり，また 19M抗体が200日までも検出され

た例があゑことを考え併せると必ずしも画一的に感染判

断することは困難なようである O まして単-血清の妊婦
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における感染決定は，妊娠月数等も関係し， PASGや

2MEだけの成績では多分に危険性を伴うことが考えら

表 (3)

れる。したがってこれらを含めた総合的判断の必要性を

感ずる。

初感染と考えられる PASG2ME処理成績

症

例 氏名

1 

2 

Se ・S

3 

Su・S

R ・T

S

O

 

R

R

 

A
斗

&

F

h

u

間 1 

血清受付年月日

2 

状

明 4. 23.'76 

5. 20 

5. 4.' 76 

5. 26 

6. 29 

7. 8 

6. 17 

" 
" I 6. 16~6. 20 I 6. 16 

" I 5. 15-5. 18 I 6. 17 

1F|不明 I 6. 8 
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6. 青森市住民並びに県内三地区(青森，八戸，

弘前)屠殺豚のインフノレエンザ(A./Ne¥¥r J ersey 

/8/76)ウイノレスに対するHI抗体保有状況

緒 =-Z 
E司

1976年2月米国のニュージャージー州における流行か

ら検出されたウイノレスが1930年に分離された豚型インフ

ルエンザウイルスと同じ抗原性状を示したことから，こ

の豚型ウイルスが一躍注目されるようになった。すなわ

ち，分離ウイノレスは1918~1919年全世界を恐怖におとし

いれ，数億の患者と 2，000万人の死者をだした「スペイ

ンかぜ」の病原ウイルスと抗原性が極めて類似していた

ためであるO しかも，その流行以来， 40数年間人聞社会

から影をひそめ，少なくても人における流行報告はなか

った。従って40才以下の人はこのウイルスに対する免疫

をもっていないことになり，再び世界的規模の流行の危

険性をはらんでいるものと考えられているO

我々は以上を考慮し，県内の豚型インフルエンザの動

向実態を知る目的で，人並びに豚の血清を用い，本ウイ

ルスに対する抗体保有調査を行なった。

材料及び実験方法

1 ) 対象血清

i ) 人血清:1976年4-5月に青森市内医療機関か

ら無作為に採取した青森市住民血清，

0-9才 (78例)， 10--19才 (49例)， 2o- ~29才 (23例〉

30-39才(17例)， 40-49才(19例)， 50-59才 (20例〉

60-69才 (20例)， 70才以上 (20例〉計247例。

u) 豚血清:1974年に採取，凍結保存していた血

清，青森地区120例，八戸地区20例，弘前地区60例， 197 

6年の青森地区160例，八戸地区40例，計400例。

2) 使用抗原

抗原は予研より分与されたホルマリン不活化 A/NewJ 

ersey /8/76である O

3) 方法

血清のインヒビター除去は人の場合，常法に従ってR

DE処理を行なった。また， A/New Jersey /8/76に

対し陽性の一部人血清と豚血清は小河らの方法に準じて

RDE，KI04処理を行ない使用した。 H1 (赤血球

凝集抑制〕価測定はマイクロタイタ一法で一部(陽性例

の一部)マクロ法をも併用した。

佐藤允武福井和子

阿部幸

成績及び考察

図(1)に人の年令層別抗体価分布を示すo50才以上では

60例中58例 (98%)が抗体を保有，しかもその抗体価は

256倍前後で一般に高し、。これに反し， 40才以下では大

部分のものが抗体を保有していなし、。

図(1) 人年令層別HI抗体保有状況
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図(2)は豚の抗体価分布を示したもので， 1974年の屠殺

豚では200例中6例が， 1976年では200例中1例が32倍か

ら64倍の抗体を保有していた。

図(2) 豚のHI抗体価分布
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以上人並びに豚の抗体保有状況は本邦で現在まで報告

されている成績とほぼ一致U)幸森県においても他の地
域と同様に高年令者層の抗体保有は1918~1919年の「ス

ペインかぜ」の流行により獲得されたと想定され，そ

れ以後の流行はなかったものと推察されるO
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交通機関が著しく発達した現代において，米国で流行

した本ウイルスが輸入されることは十分に予想される。

仮に侵入するなら， 40才以下が全く無防備であることか

ら考えて，かなりの規模での流行が推測されるO

最後に本調査で40才以下並びに豚で少数であるが本ウ

イルスに対する抗体を保有するものが認められた。この

抗体がA/NewJersey/8/76ウイルスに対する真の抗体

か否か現在検討中であるO

文献

1 ) 小河孝，笹原二郎:わが国における香港型イ

ンフルエンザの抗体調査.ウイルス， 25(1-2)， 

67----i58， 1975. 

2) 石田名番雄他:Swime型インフノレエンザウイ

ルスの疫学調査.第一報;宮城県下におけるヒトおよび

ブタの抗体保有状況.臨床とウイルス， 4， 416-420， 

1976. 

3) 杉村崇明他:香港型インフルエンザウイルスに

よるプタの白然、感染例.ウィルス， 25 (1ー 2)， 19-

24， 1975. 

4) 小野啓二郎他:山形県住民のインフルエンザ

(A/N ew J ersey /8/76)ウイルスに対する HI抗体保

有状況.山形県医師会報， 301， 26--27， 1976. 

- 28-



青森県衛生研究所報 14， 29--31， 1976 

7. 食品中の PCB汚染調査結果

はじめに

環境汚染に関与する重要物質の一つであるポリ塩化ビ

フェニール(以下PCBと略す)は，化学的にきわめて

安定な化合物であるため長く環境中に存在し，食品等を

とおして人体にとり込まれ，その影響が危倶されてい

るO

厚生省は昭和47年に食 brtの暫定規制11立を設定した。

すなわち， 遠洋沖合魚介類 0.5ppm， 近海内湾魚介類

3.0ppm，牛乳 O.lppm，乳製品 1.0ppm，育児用調整

粉乳 0.2ppm，容器包装 5.0ppm，肉類0.5ppm，卵類

0.2ppmで、ある O

われわれは昭和47年以来，魚介類，牛乳，肉類，卵等

のPCB含有量を調査してきたのでその結果について報

告するO

調査方法

1 )試料

調査試料は，昭和47年より51年まで5年間に，青森県

内で生産，脹売きれた食品で，生産者，市場および小売

庖から入手した。

その内訳は，魚介類23種43険体，乳製品3種40倹体，

肉類3種目検体，卵18検体，玄米18検体， 計31種131検

体であるO

2)測定方法

厚生省環境衛生局PCB研究班「分析方法に関する研

究」に準じアルカリ分解法でおこなった。すなわち検体

をアルカリ分解し，ヘキサン抽出，カラムクロマトグラ

フィーによるクリーンアップを行ない，一定量に濃縮

後，電子捕獲型検出器付ガスクロマトグラフにより測定

LtこO

ガスクロマトグラフィ一条件

装 置ガスク戸マトグラフ(パリアンー1200)

検出器 EC D (6SNi) 

カラム:内径 3mm，長さ 2m (ガラス製)

充填剤 2%OV~17， 2 %D  EG  S +0.5%P A 

調査結果

1 )魚介類

43検体について調査を行なった結果を表--1に示し

古川章子・秋山由美子

平出博昭・小鹿 晋

小林英

7こ。最高値は48年のウグイ 0.8ppm，次が47年のタイ

0.4ppmであった。貝類では48年のシジミがO.lppmで

比較的高い値であったが，アカガイ，アワビ，ホタテ等

はいずれも不検出~痕跡と低い値であった。

年度別にみると47年度の全平均値は0.06ppmで、あった。

山本，飯田等の報告ではそれぞれ 0.021ppm(38倹

体)， O.27ppm (77検体〉であった。魚種ではタイ0.4

ppm， ソイO.lppmと高く，イカ，ホタテ(貝柱〉は不

検出であった。

48年度の全平均倍は 0.11ppmで最も高い位を示した。
2) 3) 4) 

山本，飯田，鈴木等はそれぞれ 0.031ppm(18検体)， 

o . 21ppm (207検体)， 0.15ppm (130検体)を報告し
ているO 魚種ではウグイが 0.8ppmと特に高く，次fこシ

ジミ，タイが各々 O.lppmで、あった。

49年度の全平均値はO.Olppmで、あった。
2) 3) 4) 

山本，飯田，鈴木等はそれぞれ 0.036ppm(18検体)，

0.18ppm (108検体)を報告しているが， これらと比較

しでもかなり低い値で、あった。魚種で、はサノく0.04ppm，

ウグイ0.03ppm， イワシ 0.02ppmであった。 50年度は

ウグイ，ホタテの 2検体のみの調査であるが，それぞれ

O.lppm， 痕跡であったo51年度の全平均値は， O.Olpp 

m，範囲は不検出~0.03ppmで、あった。以上魚介類23穐

43倹体の調査結果では暫定規制値を越えるものはなかっ

たD 尚同-魚種によるPCB含量の経年変化等は計両的

なサンプリングがなされず比較出来なかった凸今後の珂

査の教訓にしたいc

2)乳製品

40険体について測定した結果を表-2に示したo'1二乳

について脂肪当りの濃度を年度別の平均値で比較する

と，それぞれ0.05ppm，O. 03ppm， O. 05ppm， O. 05ppm 

で殆んど増減はみられなし、。全乳当りでは痕跡程度であ

っ7こO

-般に本県の牛乳は全国平均 0.02ppmに比べると，

かなり低し、。バターは48年， 49年はそれぞれ0.02ppm，

50年度は0.03ppmであったが， 51年度は痕跡であっ

た。鈴木等の調査 (50年度)では痕跡~0.04 ppm (8 

検体〉を報告しているコ全国平均は0.06ppmで本県の

調査では約M以下の濃度であった。粉乳はし、ずれも痕
跡であった。
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単位:ppm PCB含有量魚介類中の表-1
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表-3 肉類および卵中の PCB含有量 単位:ppm 

牛

豚

鶏

卵

肉

肉

肉

一千-11
範囲!
平均(検体数)1
範囲
平均(検体数)
範 囲
平均(検体数〉
範 囲
平均(検体数〉

3)肉類および鶏卵

tr. (2) 

tr. (3) 
tr. ~0.01 
tr. (2) 

tr.~O.Ol 
0.01 (5) 

牛肉，豚肉，鶏肉および鶏卵の36検体について調査し

た結果を表-3に示した。牛肉， 豚肉， 鶏肉は殆んど

痕跡で， 鶏卵は48年の平均値がO.Olppmであったが，

それ以降は痕跡であった。鈴木等の報告でも痕跡~0.02

ppm (10倹体〉で，平均では痕跡であった。

4)玄米

玄米10検体を調査した結果いずれも不検出であった。

要 約

。昭和47年より昭和51年までの5年間に青森県内で生

産，販売された食品，魚介類23種43検体，乳製品 3種40

検体，肉類3種目検体，卵18検体，玄米10検体，計31種

131検体についてPCB含有量の調査をした。

2)魚介類は暫定規制値を越えるものはなかった。最高

値は48年のウグイが0.8ppm，47年のタイ 0.4ppmであ

った。 O.lppm以七の魚介類はわずかに5検体で，低い

汚染濃度であった。

4 9 

tr. (2) 

tr. (3) 

tr. (2) 

tr. (5) 

5 0 

tr.~O.Ol 
tr. (5) 

51 

tr. (2) 

tr. ~0.01 
tr. (2) 
tr. ~0.01 
tr. (3) 

3)乳製品および肉類等のPCB汚染濃度は低く，暫定

規制値を大きく下まわっているo

4)玄米10検体からはPCBは不検出であった。

5)本県の調査結果では，調査した検体のいずれも暫定

規制値を越えるものはなく，又，全国的に比べても低い

汚染濃度であり， PCB規制の効果が現われているもの

と考えられる O

文 献

1)厚生省環境衛生局PCB分析研究班:分析方法に関

する研究.1972. 

2)山本勇夫，他:食品中のPCB汚染調査について

(第 1報).北海道衛生研究所報， 25， 89-93， 1975. 

3)飯田勝彦，他:神奈川県産魚介類中のPCB (第3

報).神奈川県衛生研究所研究報告， 5， 31-33， 1975 

4)鈴木助治，他:東京都における PCB汚染の実態に

ついて(第4報). 食品中のPCB含有量について.

東京都衛生研究所報， 27ーし 132ー135，1976. 
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8. 青森県内の飲料水の水質

一昭和46年度から50年度までの変動一

緒百

青森県内の水道普及率は近年著しく上昇し，県環境衛

生課の資料によると，昭和50年度末には83.6%に達して

いるO 飲料水は生活上必須であり，その水質は保健衛生

的見地から極めて重要である O 当所では県内の飲料水全

項目試験の殆んどを行なっているが本資料の一部に不

充分な面もあるが，昭和46年度から50年度までの5年間

にわたる水質検査について検討し，若干の知見を得たの

で報告するO

試験方法

検体は昭和46年度から50年度の 5年間にわたって当所

高橋政教・田沢恵子・秋山由美子

古川章子・桶田幾代・小林英

に検査を依頼された水道原水 (Jド戸水，表流水，湧水〉

及び浄水を用いた。なお伏流水及び貯留水は表流水に含

めた。)全項目試験はすべてと水試験法に従って測定した

が，大腸菌群，一般細菌数の 2項目は資料が不充分なの

で、今回の成績から除外した。

試験結果および考察

表 1に示すように当所における検査数は水道普及率の

増加に伴ない年々増加しているO なお昭和51年度の依頼

検査数は300件であった。検査数を水源別にみると井戸

水及び表流水はほぼ横這い，湧水，浄水では増加が認め

られた。

次に図 1に水道原水の水源別経年変化を示したが，水

4 6 4 7 

表 1 水源別検査数及び水質基準適合率の経年変化

4 8 5 0 

66 (78.8) 

47 (55.3) 

60 (91.7) 

57 (75.4) 

230 (75.3) 

7v-1子二l
井

表

湧

浄

戸水

涜水

水

水

計 (平均値)

66 (53.0) 

28 (35.7) 

13 (62.0) 

7 (71.4) 

114 (55.5) 

66 (18.8) I 85 (50.6) 

32 (43.7) I 70 (67.2) 

|7(山 i45078〉
33 (42.4)27  (88.9) 

I 138 (44.1) I 2幻 (76.1)

128 (46.1) 

53 (47.2) 

44 (84.1) 

56 (73.2) 

281 (62.7) 

源としての井戸水の割合は経年ごとに減少しているO 即

ち井戸水の場合，地下水の変動，枯渇現象，地盤低下等

により水源として一定量の水量を確保する事には限度が

あり，今後とも水源としての井戸水の割合は年々減少し

ていくものと思われるO 全国的にみても水源としての井

戸水の割合は減少し，昭和50年度における日本の水道水

源の状況によると，井戸水は全体の20%にすぎず，逆に

河川水，伏流水，ダム，湖水等の表流水は69%に達し，

今後益々表流水の依存が高まるものと予想されるO 本成

績での本県における表流水の割合は，ほぼ横這い状態で

あるが，都市部の大部分は表流水に依存し，また給水人

口の70%以上が表流水を利用している事を考えると，今

後水需要をまかなうには河川水，ダムなどの表流水の水

( )検査数に対する水質基準適合率

資源確保が緊急課題であるO 次に湧水の割合は経年的に

増加しているが，これは町村での水道普及に伴ない水源

としての湧水がかなり用いられている故であろう。

次に水道法基準による適合率は表 1 ( )内に示すよ

うに年々上昇し，昭和50年度の成績では湧水>井戸水>

浄水>表流水のJI買で適合率が高かった。図2に水源別不

適率の経年変化を示したが， 11二戸水では昭和46年度から
49年度まで50%前後の不適率であるが，昭和50年度では

約20%に減少していた。これは汚染され易い浅井戸から

汚染され難い深井戸に水源を変えているためで、あろう。

表流水では不適率の減少傾向が認められ，昭和50年度で

は約45%であったO 最も汚染されていると考えられる表

流水の不適率が経年的に減少していることは非常に矛盾
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図1 水道原水の水源別経年変化 図2 水源別不適率の経年変化
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簡易水道水源として比較的汚染されていない表流水を

年々多く用いている故と思われる。もし本成績に大腸菌

群， 一般細菌数を加えると表流水の80%前後はこれら 2

項目の故に不適になるものと推定される oi勇水で-は水道

原水として最も不適率が低く，事実経年的にみても不適

率の減少が認められた。湧水は前述の如く町村部での水

源として多く用いられ，都市化並ひ、に工業地帯の少ない

故に水源として最も汚染され難L、事実によるものと思わ

れる。浄水では年々 20~30，9bの不適率を示し，このように

浄水の不適率が予想外に高いことは大きな問題である。

しているが，これは大腸菌群及び一般細菌数の 2項目を

本成績から除外している事と，他の要因として町村では

水源別不適項目については表 2~5 に示した。井戸水

(表2)では不適項目として濁度，鉄によるものが圧倒的

に多く，ついでマンガン，色度，アンモニア性窒素，亜

硝酸性窒素の同時検出等である。経年的には不適項目，

不適率に大差はないが，昭和50午度成績では，過 Jンガ

表2 水源別不適項目の経年変化(井戸水)

46年度 l渇度 (24.2) 鉄 (24.2) 色度(12.7)口止ト10.6) フッ素 (6.1) 蒸残 (6.1) その他 (9.0)
47年度 1濁度 (25.8) 鉄 (24.2) 色度(18.2) 臭気(13.6) フッ素 (91) 蒸残 (9.1) その他 (36.4)

48年度!鉄(32.9) 濁度 (22.4) マンガン (11.8)限式 (9.4) 色度 (7.1) pH (7.1) その他(15.4)
I ;;~""" ，，-，0 r，¥ bJl. ，，-，0 ，.， _ '/ -，-，.， / ，" 0， NH;r-N 

49年度!濁度 (28.9) 鉄 (28.9〉 マンガン (7.8) NO;-N (7.8) フッ素 (7.8) pH (7.0) その他 (35.2)
5昨度 l鉄(13.6) 臭気 (9.1) 潤度 (6.1〉 マンガン (3.0) KMn04(3.0) NO3-N (3.0) その他 (7.5)

( )検査数に対する%

46年度!潤度 (536)

昨度|調度 (56.3)

必年度|両度 ω9)

49年度|潤度 (37.7)

50年度 l濁度 (44.7)

表3 水源別不適項目の経年変化(表流水)

鉄 (28.6) 色度 (25.0) 臭気 (7.1) 味 (7.1) 蒸残 (3.6)

NH;r-N 
鉄 (50.0) 色度 (37.5) NO:=-N (28.1) KMn04 (15.6) その他 (34.5)
KMn04 (18.6〉鉄(14.3) 関鴻 (11.4) 色度 (5.7) その他 (5.7)

NH~N 
鉄 (264) NOγN (18.9) KMn04 (170) 色度 (9.4) その他 (11.3)

NHll-N 
鉄(14.9) NÖ:~N (6.4) KMn04 (6.4) その他 (8.4)

( )検査数に対する%
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表4 水源別不適項目の経年変化〈湧水)

46年度 INOg-Nω8) 調度 (8.0)

47年度lフッ素(14.3)
48年度|濁度 (2.2)

49年度|濁度(13.6) KMn04 (4.5) 鉄 (4.5) その他 (9.2)

5昨度|濁度 (6.7) 鉄(1.7) pH (1. 7) 銅 (1.7)

( )検査数に対する%

表5 水源別不適項目の経年変化(浄水)

46年度!鉄(14.3) マンガン (14.3〉問点(14.3) 色度(14.3)

47年度|鉄(幻 3) 思;お(152) 色度 (12.1) pH (9.1) その他 (39.4)

I NH一一-N
必年度 lNoTN (7.4) pH (7.4) 鉄 (3.1) 色度 (3.1)
。年度 IPH (8.9) 鉄 (7.1) 渇度 (5.4) 自注目 (3.6) フッ素 (3.6) その他 (3.6)
50年度|濁度(17.5) KMn04 (5.3)亜鉛 (3.6) 銅 (3.6) 鉛 (3.6) その他 (5.1)

ン酸カリウム消費量，硝酸性窒素等が不適項目の上位を

占め，井戸水においても有機物による汚染例が多かっ

た。又フッ素は津軽地方の地下水に多く含まれ，従って

フッ素による慢性中毒には充分の注意が必要であるO 表

流水(表3)では不適項目として濁度，鉄が圧倒的に多

く，ついで色度， アンモニア性窒素，亜硝酸性窒素の同

時検出，過マンガン酸カリウム消費量等があげられるD

経年的には昭和47年度の成績において既に汚染指標であ

るアンモニア性窒素，亜硝酸性窒素の同時検出，過マン

ガン酸カリウム消費量などの不適項目が多く認められ，

本県においても表流水の汚染が既に進行していることを

裏付けているO 湧水(表4)では不適項目として渇度，

鉄が多いが，経年的には不適項目の頻度が非常に少な

く，水源中最も清浄な水であると思われるO 浄水(表

5)の不適項目としては原水に於けると同様に鉄，濁

度，色度に関するものが多く，又アンモニア性窒素，亜

硝酸性窒素の同時検出，基準PHを起えたもの等が予想

外に多かった。また昭和50年度では亜鉛，銅，鉛等の重

金属が不適項目の上位を占めているのが注目されるO こ

れら不適項目は小規模簡易水道に多く，その原因として

使用簡易水道には，鉄，マンガン等の除去装置欠如が推

定される O いずれにしても早急な浄水設備の改善が必要

とされるO

他方 5年間の全項目検査成績において，シアン，水

銀，カドミウム，有機リン，フェノール類 6価クロム

等の原因による不適項目はなかった。

( )検査数に対する%

総括

昭和46年度より50年度迄の5年間当所に依頼された水

道原水及び浄水の全項目検査成績を検討し，その問題点

について指摘したい。

第 1点として水道水源の確保と開発であるO 本県の水

道普及率は昭和50年度末は83.6%であるが，同年度全国

平均は87.6%で，本県においては未だに全国平均に達し

ていなし、。本県の水道原水として井戸水による依存率が

圧倒的に多いが，その依存率は年々減少し，代りに湧

水，表流水による依存率が増加しているO 特に都市部の

大部分が表流水に依存しており，近年水需要の増大に伴

なう水道水源の確保が非常に困難になりつつあるO 本県

の水道普及率を全国レベルに達成させるためには，水道

水源の確保及び開発が緊急の課題であろう O

第 2点として水質の問題であるO 全国的に水道原水の

汚染が進行しているが，本県における水道原水の水道法

による水質基準適合率は，昭和50年度で約75%であっ

たO また不適項目として濁度，鉄，マンガン，色度等が

非常に多いが， これらは汚染と関係なく，地質に由来す

るもので，他県の水道原水全項目検査成績においても同

様であった。他方，アンモニア性窒素，亜硝酸性窒素の

同時検出，過マンガン酸カリウム消費量等の不適項目が

経年的に上位を占めつつあり，特に表流水において著明

であった。全国的に水道原水の汚染が叫ばれているが，

本県においても水道原水の汚染が徐々に進行しているこ

とが裏付けら，れた。
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第 3点として浄水における水質基準適合率が非常に低

いことであるO 浄水の不適項目として鉄，濁度，色度に

関するものが非常に多く，何等かの除去装置が必要であ

り，黒褐色または白い水の原因となるマンガン，亜鉛も

地下水源に多く，これらの除去施設なくして清浄な水道

水の供給は出来なし、。表6に示すように，本県の水道施

設数は490ケ所であり，そのうち417ケ所が簡易水道であ

るO 浄水での不適合の大部分は小規模簡易水道に多く，

これらは塩素消毒施設のみで，鉄，マンガン，色度等の

除去装置が設備されずにいるのが現況であるO 今後益々

水道原水の汚染進行が考えられ，従って水道設備の早急

な改善が必要である。

表6 水道種類別普及率の現況(昭和50年度末〉

計画給水人口 現在給水人口 給水普及率 水道別給水
区 分 施設数

ω 人 但) 人 (B)/凶X100% 人口の割合(%)

39 1，225，650 1，007，208 82.2 68.4 

簡易水道 417 282，866 213，337 75.4 14.5 

専用水道 34 29，952 10，066 33.6 0.7 

計 口
δ
円

h
u
A
吐

口
δ
門
司

U

F
同

υ，
 

噌

E--490 

以上問題点について指摘したが，本県の水道原水は工

業化及び都市化の進んでいる他県に比し，現在それほど

汚染されているとは考えられないが，今後都市化並びに

工業化の進行に伴ない水道原水の汚染も急激に進むこと

が予想され，今後に於ける水源の確保，良質な水質の維

持には県民一体の努力が要求されるO
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青森県における温泉水中の重金属

含有量調査

9. 

教政橋代・高幾田桶

英林

法

対象検体は昭和50年4月から51年12月にわたり，県内

に湧出する温鉱泉9地

区69源泉から採水，地

区及び源泉数は表 1，

図1に，また泉質別に

ついては表2に示 L

TこO

測定方法は，銅，鉛，

亜鉛，カドミウム，水

銀については原子吸光

法， ヒ素はグッツァイ

ト法によった。

図1

日J

方査調き

青森県の温泉は昭和52年3月31日現在，県の登録数

166ケ所， 源泉数563ケ所， 総湧出量65，8511/分と報告

され，本県は全国でも有数の温泉県として知られてい

るO これらの温泉は医療及び観光の目的で使用されてい

るが，一方では温泉水の飲用習慣が古くからあり，その

飲用について従来衛生学的に問題祝されることが少なか

ったO しかし今日，有害性重金属の健康影響について関

心が高まり，温泉水の飲用及び‘公共用水への排水につい

て早急に衛生学的調査が必要とされているO 著者らは本

県の温泉水中に含まれる重金属について調査し，若干の

知見を得たので、報告するO

カtえま
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数

5

m

m

6

6

9

9
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泉区

青森

浅虫・野辺地

酸ヶ湯

弘前

黒石・平

大鰐

碇ヶ関

下北

西津軽郡

賀

地

表 1

に下回っており，衛生学的に問題にならないc

鉛 (Pb)は普通，中性泉，アルカリ泉には認められ

ず，酸性泉に多いと報告されている。本調査でも最高値

は酸性泉の酸ケ湯八甲田ロッジ源泉の0.04ppmである。

しかし他地区では 0.00'"'-'0.02ppmの範囲であり， 水質

基準値 O.lppm，排水基準値1.0ppmを大きく F同って

おり，衛生学的に問題はない。

カドミウム (Cd)は， (0)酸ケ湯地区の5源泉のみに

認められた。最高値は八甲田ロッジ源泉の 0.009ppmで

あり，他はO.OOlppmであるO いずれも水質基準値，排

水基準値以下であるが，カドミウムは体内蓄積作用があ

り，慢性中毒の危険性のあることから，今後他の全源泉
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地区別重金属含有量は，表3，4に示した。

銅 (Cu)は無機性ビタミン (Cu，Zn， Mn， Co)と

言われ，多く温泉水中に存在するが，本調査においても

69源泉中51源泉に微量の銅が認められた。最高値は， (同

大鰐地区植田源泉の0.151ppmで，地区別でも(同大鰐地

区は平均0.027ppmで最高であるが，他地区では 0.000

"-'O.Ol1ppmの範囲であるO 表5に，水道法による水質

基準値(以下水質基準値という〉と環境庁による排水基

準値(以下排水基準値という〉を示したが，温泉水中の

銅は各地区の源泉とも水質基準値，排水基準値をはるか

調査成績および考察



内の他源泉についても調査の必要があると考えられる。

ヒ素は水質基準値，排水基準値を上回る源泉が多く認め

られ，

も注意、が必要であるO

温泉水中に多くのヒ素が含有されていることは古くか

ら知られており，すでに多数の報告がなされている O 天

然水中のヒ素濃度平均値は，温泉水中で、は0.3mgj1，雨

水では1. 6mgjl， 河川水では 1. 3，ugjl， 海水中では 2~5

μgj1で、あると禄告されているO本調査の温泉水中のヒ素

濃度の平均値は0.14mgjlで，他県のそれと比較して特

に多いとは言い難い。

次にヒ素と他の成分との関連性について，二，三，倹

討を加えてみた。

中谷は温泉水中のヒ素含有量はアルカリ側になるにつ

れ減少し，酸性側の方に平均して含有していると報告し

ているO 一方野ん，ヒ素はアルカリ性の熱水に多く含

まれているが，塩酸酸性を示す熱水にも多いと述べてい

るO 本調査では図2に示すように pH7前後の温泉水巾

にヒ素が多く含有され，酸性側やアルカリ側ではむし

ろ少なし、。またヒ素と泉温との関連について，中谷はヒ

素は泉jUの高い程多く含有していると損告しているが，

a方，ホトは泉温の低い側にヒ素含有の多い事が多々ある

と述べている O 本調査では図 3 に示すように，泉 rù-~の上

昇と共にヒ素含有量が増加する傾向がみられるが，泉ibl

とヒ素含有量との聞に有意、の差は認められなかった。図

4に，泉質別ヒ素含有量を示したが，硫黄泉〉芭硝泉>

石膏泉>食塩泉>単純温泉の順である O 中谷はヒ素含有

量は硫化水素量と関係ないと述べ，北海道での泉質別温

泉水中のヒ素含有量は，食塩泉>硫化水素泉>単純温泉

>硫酸塩泉の順であったと報告している O 本調査では硫

黄泉，石膏泉， 'C{i百泉の調査数が少ないので，今後加え

て再検討したL、。

についても追跡調査する必要があるものと思われるO

亜鉛 (Zn)は，しばしば温泉水中に存在するが，本調

査においても大部分の温泉水中に認められた。最高値は

(0)酸ヶ湯地区八甲田ロッジの 0.89ppmであり，地区別

では(0)酸ケ湯地区が多く，ついで(同弘前，但)黒石，平賀

地区である O しかし，各源泉とも水質基準値，排水基準

値を下回っており特に衛生学的問題はない。

水銀 (Hg)は，現在環境汚染物質として注目されて

いるが，本調査では69源泉中22源泉に認められ，予想外

に多くの但泉水中に微量ながら検出された。長高値は(A)

青森地区のー源泉でO.Ol1ppmと， 水質基準値0.001

ppmを上回っており，飲用の際は注意が必要である O

他源泉はし、ずれもO.OO1ppm以下である O 温泉水中の水

銀含有量のデータは全国的に少なく，木県の他の源泉に

ついても詳細な調査が必要であろう。

ヒ素 (As)は，水銀と同じく生活環境汚染物質であ

り，水質基準値は0.05ppm以下，排水基準値0.5ppm 

となっているO 本調査では69源泉中62源泉に認められ，

しかも水質基準値以上のものが23源泉，排水基準値以と

のもの 2源泉であった。また，地区別にみると(0)酸ケ湯

地区が最も多く，ついで但)黒石，平賀地区， (H)下北地区

の順である。全源泉の平均値は， 0.144ppmで，温泉水

中に含まれる有元素として街生学的に最も注意が必要

である口

め

本県9地区69y!虫泉の重金)品含有量について調査した

が，多くの泊泉水中に微量の重金属が検出された。銅，

鉛，亜鉛，カドミウムについては各源泉とも水質基準値

及び排水基準値以下で，衛生学的に特に問題はないもの

と思われる O 水銀は， 69源泉中22源泉に検出され，青森

地区の-~原泉では水質基準値を上回ってL 、る。水銀はカ

ドミウムと同様に毒性の強し、金属であることから，本県

とま

表3 地区別重金属含有量 (単位:ppm) 

項目 Cu Pb Cd 

mlnへ-max x mln~max x 町11nへ-max x 

0.001 ~ 0.002 0.001 I 0.00 ~ 0.00 0.00 I 0.000 ~ 0.000 0.000 

0.001 ~ 0.011 0.004 I 0.00 ~ 0.01 O.OO! 0.000 ~ 0.000 0.000 

I 0 仰，~ 0.007 0ω0.00  ~ 0.01 0.01 I 0.000 ~ 0.001 0仰
0.000 ~ 0.013 0.004 0.00 ~ 0.01 0.00 0.000 ~ 0.000 0.000 

I 0.001 ~ 0.004 0.002 I 0.00 ~ 0.02 0.00 I 0.000 ~ 0.000 0.000 

! 0.002 ~ 0.151 0.027 0.00 ~ 0.02 0.01 I 0.000 ~ 0.000 0.000 

I 0.000 ~ 0.000 0.000 I 0.00 ~ 0.02 0.00 I 0.000 ~ 0.000 0.000 

I 0.000 ~ 0.006 0.000 I 0.00 ~ 0.01 0.00 I 0.000 ~ 0.000 0.000 

I 0.001 ~ 0.009 0.003 I 0.00~ 0.01 0.00 I 0.000 ~ 0.000 0.000 

地区

A 

B 

37 -

C 

D 

E

F

G

H

I

 



¥地¥区項¥¥目
Zn 

mmへJロlax

A 0.00 '" 0.07 

B 0.00 '" 0.08 

C 0.01 '" 0.89 

D 0.00 ~ 0.53 

E 0.00 .-....-0.02 

F 0.02 '" 0.09 

G 0.02 .-....-0.05 

H 0.02 ，....， 0.13 

0.00 .-....-0.03 

表5

Cu 

水質基準値 1.0以下

排水基準値 3.0以下

表4 地区別重金属含有量 (単位:ppm) 

As Hg 

x mmへ'max x mlnへ'max x 
4 

♂ t " 

0.03 0.000 '" 0.500 0.107 o . 0000 '" 0.0004 O 
0.02 0.002 '" 0.007 0.005 0.0000 ~ 0.0001 O 

0.28 0.003 '" 5.500 0.661 0.0000 ~ 0.0005 O 

0.10 0.000 ~ 0.020 0.005 0.0000 ~ 0.0001 O 

0.01 0.001 ~ 0.400 0.227 0.0000 ~ 0.0000 O 

0.03 0.006 ""' 0.120 0.058 0.0∞0.-....-0.0∞マ O 

0.04 0.000 ""' 0.600 0.113 o .0000 ""' 0.0007 O 

0.05 0.002 ""' 0.400 0.119 0.0000 ""' 0.0∞2 O 
0.02 0.000 ""' 0.020 o .006 0 . 0000 ""' 0.0008 O 

.0004 

.0000 

.0001 

.∞00 

.0∞0 

.0001 

.0001 

.0003 

.0003 

(単位:ppm) 

Pb Cd Zn As Hg 

0.1以下 0.01以下 1.0以下 0.05以下 0.001以下

1.0以下 0.1 以下 5.0以下 0.5 以下 0.005以下
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図4 泉質別ヒ素含有量

ppm 

0.1 

As 
0.3 

().2 

0.1 

単
純
温
泉
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青森県衛生研究所報 14， 42--50， 1976 

10. 青森県の温泉について

まえがき

1976年4月から1977年3月までに温泉中分析を実施し

た20源泉について，前回に引続き，温泉中分析表，温泉

の分布，泉質等を報告するO

分析方法

分析は主として鉱泉中分析法に従い，一部の項目につ

いては他の試験法を採用したO

泉温，湧出量， pH (湧出時)，遊離炭酸，ヒドロ炭酸

は現地で，その他のものは前処理のと試験窒で分析し

たO

(1) pH:比色法ならびにガラス電極pH計(目立掘場製〉

(2) 泉温:水銀俸状温度計

(3) C02: O.lN水酸化ナトリウム液滴定による容量法

(4) HCOg: O.lN塩酸液滴定による容量法

(5) 比重:ライシャウエル氏比重瓶を用い 20
0

Cで測定

し， 4
0

Cにおける標準状態に換算

(6) Na， K:炎光法(コールマン炎光光度計)

(7) NH4:ネスラー試液による比色法

(8) Ca， Mg: EDTA滴定法

(9) Fe: O~フェナントロリンによる比色法

制 Al:センダクロムAl法

ω Mn:ホルムアルドキシム法
M Cu， Pb， Cd， Hg:原子吸光法
ゆ Cl :モール法

紳 S04:重量法

制 HP04 :モリブデンブルー法による比色法

制 AS02 :グッツァイト法

制 H2SiOg:重量法

M HB臼:マンニット法による中和滴定法
(l~ H2S:チオ硫酸ナトリウム液滴定法

成績

は) 源泉の分布

20源泉の分布は図 1の通りであるO

(2) 泉温による分類

浅虫温泉の69t:を最高に， 42
0
C以上の高温泉が70%を

占めているO

桶田幾代・高橋政教

小林英

|泉数|百分率
(必)

冷鉱泉 125t: 未満のもの I 3 I 15.0 

徴温泉 I25
0
C ~340C " I 2 I 10.0 

温泉|附~42t: " 1I 5.0 
高温泉 I42

0
C 以上のもの I 14 I 70.0 

計 I20 I 100.0 

(3) 浸透圧による分類

ほとんどが固形物総量8g未満の低張泉で95%を占

め 10g以上のものは竜飛温泉 1泉で，食塩泉である O

liRfAl百分率泉数 (%) 

|固形物総量が泉水1kg中 I 11i I 
低張泉| 8 g未満のもの I19 I 95.0 

等張泉" 8g ~10 g " I 0 I 0.0 
高張泉" 10 g h印もの| 1 I 5.0 

計 1 20 I 100.0 

(4) pHによる分類

pH7.5~9.0未満のものが16泉80%を占め，ついで pH

6.0~7.5未満のものが 4 泉20，%で，中性から弱アルカリ

性の範囲に集中してし、る O

|泉数 |百分(率%) 

強酸性 IpH2.0 未満のもの| O 0.0 

酸 性 I" 2.0~4.0 " O 0.0 

弱酸性 I" 4.0~6.0 " O 0.0 

中 性 I" 6.0~7.5 " 4 20.0 
弱アルカリ性I"7.5~9.0 " I 16 I 80.0 
アルカリ性 I" 9.0 O 0.0 

計 I 20 I 100.0 

(5) 緊張度による分類

単純温泉，食塩泉などの緩和性鉱泉は 17泉85%を占
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(7) 温泉中分析表

青森県内の20源泉の温泉中分析の結果は，別表に示

す。

め，硫黄泉などの緊張性鉱泉は3泉15%である O

O 単純温泉
・食塩泉
@重炭酸土類泉
O 硫酸塩泉
O硫黄泉
口酸性泉

図 185.0 

15.0 

緩和性|単純温泉，食塩泉，重曹泉
鉱泉|硫酸塩泉，放射能泉

酸性泉，硫黄泉，
単純炭酸泉， ミョウパン泉
緑パン泉，重炭酸土類泉

緊張性
鉱泉

(6) 泉質による分類

単純温泉と食塩泉が各々 7泉35%と同数で，この二泉

質で過半数を占めるO その他硫酸塩泉と硫黄泉が2泉ず

つ各々10%となっているO

め

1976年4月から1977年3月までに行なった県内20源泉

の温泉中分析の結果，泉温別では，高温泉が70%を占

め，浸透圧別では，ほとんどが低張泉で，中性から弱ア

ルカリ性の範囲に集中している O また，泉質別では単純

温泉と食塩泉が各々35%で両者で70%を占めているO

1 )原子昭，他:青森県の温泉 C1 ). 

究所報， 3， 1-24， 1962. 

2)原子昭，他:青森県の温泉 Cill).

究所報， 10， 47→8， 1970. 
3)小林英一，他:青森県の温泉について.青森県衛生

研究所報， 11， 51ー 72，1973. 

4)桶田幾代，他:青森県の温泉について.青森県衛生

研究所報， 13， 3 -36， 1975. 

5)鉱泉試験法:衛生試験法注解.日本薬学会編，金原

出版株式会社， 1970. 

青森県衛生研

青森県衛生研

0.0 

100.0 
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献文10.0 

0.0 

0.0 

10.0 

|泉数|百分率伺

I 7 I 

I 0 I 

I 1 I 

泉 I 0 I 

泉 I 7 I 35.0 

I 2 I 

I 0 I 

I 0 I 

I 2 I 

I 0 I 

泉 I 0 I 

鉱 泉 I 1 I 5.0 

I 20 I 

質泉

35.0 

5.0 

0.0 

泉

単

重

泉

泉

酸

類

温

土

炭

酸

京電

忠世

炭

単

泉

鉄

:/ 

硫 黄

酸性

泉

泉

泉

塩

ウ

酸

ヨ

硫

泉

計



別表

H28 1277 

小計 1 70.641 

総計 (mg)1213

質 l

温泉名

(源泉名)

場所

年月日

泉温OC(気温OC)

湧出(揚湯〉量1/分

一直 後
P口試験主

比重 (200/40)

固形物総量 mg/kg

Cation 

H' 

K 
Na' 

NH4' 

Ca" 

民19"

Fe"Fe'" 

AI" 

九1n"

Cu" 

Pb" 

Cd" 

Hg" 

言十

Anion 

CI' 

F' 

804" 

HP04" 

HCOs' 

OH' 

As02' 

小計|
遊離成分 l
H28iOs 

HB02 

C02 

泉

No.65 浅虫温泉

(ゆきはま荘)

青森市浅虫字壁谷58の5

No. 66 柏木温泉

(柏木一号泉〉

十和田市大不動字柏木221

No. 67 高田温泉

(八木橋温泉〉

南部平賀町唐竹字高田84-1

51. 4. 9 

69 (9) 

46 

7.7 

8.14 

0.9994 

1211 

51. 4. 26 

27 (7) 

732 

8.4 

8.54 

0.6996 

51. 5. 10 

55 (21) 

120 

7.8 

8.00 

0.9997 

1447 

M
 
v
 
m
 

1727 

!m.v..% 1 mg I mg I 

::::;;: 

367.91 17.17 I 100.001 631.8 I 2司 100.001 492-9 -1 22.30-1-1雨

時 1m val Im.v..% I mg I m 叫 Im.v引 mg 1 m.val I m.v..% 

j:;  
4.3 1 17.32 ¥ 100.0011021| 幻 711 100.00¥ 9303 ¥ 22.32 1 1 

I m.v..% m.val 

1.25 

151.9 

4.857 

0.09 

0.03 

0.00 

0.00 

∞∞ 
内

リ

八

U

0.00 

1898 1504 

含食塩一石膏泉 含ホウ酸ー弱食塩泉 合石膏ー弱食塩泉
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No. 68芦毛沢温泉
(あしげ荘3号泉〉

南部平賀町唐竹字芦毛沢8

51. 5. 10 
59.5 (22) 
320 
7.9 
8.15 
0.9989 
849.1 

No. 69栃久保温泉
(十和田温泉)

上北郡十和田湖町奥瀬字栃久保
11~290 

51. 6. 21 
21 (26) 
17.6 
7.4 
8.45 

0.9987 
1135 

No. 70二の渡温泉
(平等湯〉

南郡碇ケ関村大字碇ヶ関宇
束碇ヶ関山 1の2

51. 6. 30 
42.5 (22) 
75 
7.9 
7.91 
0.9979 
443.1 

mg ト竺三川土竺上竺人-~-~ m.v.%L__~g I m叫人…竺-l
66J OIJ JIJ  002iJ OJ14J O()J O-l 
0611 川 7m267Jilη17ll9J;i  

i;:j:J:::lii:iii;::;liiiiii;;;;ll 

jjijjji jjjjjiijjjjjjijjijjijj: 
お4.21 12.73 1 100.001 365.3 1 16.691100∞i 附 8I 7.519 1 100何
mg_~竺」ト土竺 I mg I m.val I m.ゾ 1 mg 竺 L竺:竺 J

O 一 0.0ゐ 0.391 1叫 Owd O 47i O叫 Om68[O 49l 
;016143l 。:001-l ぶ00141 凶雨。|。:ね江
;ii99ji18l川 lJ45li87lmkim3j:41
552.212.93ωo769.5 1 16.67 1 100州制31 7.555 ! 100ool 
[ J - L-1 -ト主ソ¥一 一一
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温泉名

(源泉名〉

場 所

年月日

泉温r(気温OC)
湧出(揚湯〉量1/分

一直 後
P口試験室

比重 (200/40)

固形物総量mg/kg

No.71 八戸中央温泉

(卵湯〉

八戸市小中野町字上四ツ谷
17-15 

51. 7. 2 

30 (25) 

128.6 

7.5 

8.00 

0.9980 

1208 

No. 72 浜名沢温泉

(浜名沢一号泉〉

束郡今別町浜名字浜名沢
7~1 地内

51. 7. 7 

37 (26) 

450 

8.2 

8.65 

0.9974 

608.4 

恥 73 西十和田温泉

(長寿温泉2号泉〉

黒石市大字下山形字村下
97~6 

51. 7. 9 

44.2 (33) 

57 

7.8 

8.43 

0.9975 

1045 

Cation 

H' 

K' 

Na' 

NH4' 

Ca" 

九19・・

Fe"Fe'" 
Al'" 

Mn" 

Cu" 

Pb" 

Cd" 

Hg・・

言十

Anion 

mg m.val I m.v.% I mg 

14.83 

417.7 

0.3763 

18.16 

Cl' 

0.0001 0.00001 0.00 

29 .94 1 1. 494 1 6 .96 

0.03 

0.061 

0.0001 O.OOOOi 0.001 0.000 

0.0031 0.0001¥ 0.001 

0.0001 0.00001 0.001 

0.0001 0.0000' 0.00 

0.0叫 0.00000.00

4797 I 21.45 I 100∞! 
mg 1m叫 Im.v.%I mg 

70. 

O. 

O. 

13.451 230.6 

O.OOi 0.068 

0.001 0.006 

100.001 

25.95 1 1 101.1 1 

6.1011 16.55 1 30.49 

痕跡 --¥ 

ーイ | 一 4.674

小計 I 32侃山7I209.0 1 

総計 (mgρ) I 附 | 制 5 臼

泉 質 | 弱食塩泉 | 単 純 泉 (含重曹ー食塩硫化水素泉

F' 

S04" 

HP04" 

HC03' 

OH' 

AsOイ

小計

遊離成分

H2SiOg 

HB09 

CO2 

H2S 

0.0州

0.0001 

1.9951 

1.939 

0.190 

0.050 

A品
Z

F

h

u

司

i

Q

U

Q

U

門

J

つU
ρ

b

Q

U

F
h
d

ハU
F

O

ハU

8

2

 

噌

'A

m叫 1m.v.% I mg 

Oお941 2.701 

;::;J吋

。出 006l

o∞oolO00 

9606 I 100∞| 
m叫 Im.v.% I 

。:。ωo| 。:。:

0.00401 0.04 
円

UハU
A
U
 

一
54

7

 

1

L

P

O

 

っ“
F
h
d

円
〈
U

0.130 

3.591 

1.212 

0.4391 

0.060 

389.1 I 

0.748i 

33.25 i 

0.081 

285.2 

0.042 

0.001 

m叫 Im.v.% 

O同 61

15.51 1 94.76 

O.0072i 

0.17921 

0.09971 

0.01571 

0.0067: 

0.0009! 

16.37 1 100.00 

m.val 1 m.v.% 

10.97 I 66.97 

0.0394! 0.24 

0.69221 4.23 

0.001710.01 

4.674 

0.0025 

0.0000 

0.0002 

0.0000 

0.0000 

0.0000 

3.35 

0.01 

ハリハU
八
U

ハu
n
u

n
U

ハU

A
U

ハU

0.00 

28.54 

0.01 

0.00 

100∞1 708.4I 16.38 I 1ω00 
mg I 1 mg 

- 46-



No.74太素湯

(太素湯〉

十和田市東三番丁21~5

: 

|m叫 |m.v.% 1 

l64.42100∞| 
[m叫 1m.v.% 1 

弱食塩泉

No.75 切明温泉

(成田旅館)

南郡平賀町切明字坂本47

No.76 域ケ倉温泉

(三号泉)

青森市荒川字南荒川山国有林
(浅瀬石川支流切明川〉 254林班イ小班

mg 

51. 8. 6 

54 (22) 

66.7 

7.6 

8.05 

0.9992 

822.3 

mg 

51. 9. 3 

52 (21.5) 

130 

7.5 

7.81 

0.9985 

219.7 

8.783 6.446 

255.1 

0.120 

28.38 

1.457 

0.100 

0.080! 

0.0001 

O 仰|
0.00。
0.000 

0.000 

;;;1 
13.74 

0.28 

0.35 

291.7 

mg 

959.7 

12.81 1 100州 82.75I 3.776 I 

m 叫 1m.v . % 1 mg I m 叫 1m v.% 

12.89 I 100.001 202.1 I 3.870 I 

89.56 

50.58 

8.762 

単純泉 | 単純泉
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名

)

所
名

泉

泉源

温

〈

場

No.77 五代温泉

(桜温泉)

中郡岩木町五代字前田
360~ 1 

Cation 

H' 

K' 

Na' 

NH4' 

Ca" 

Mg" 

Fe"Fe'" 

AI'" 

民1n"

Cu" 

Pb" 

Cd" 

Hg" 
一一一一一

言十

Anion 

CI' 

F' 

80/' 

HP04" 

HCOs' 

OH' 

H2SiOs 

HBu2 

cω 
H2S 

計 l
総計(mg) I 

泉質(

51. 9. 8 

49 (30.5) 

460 

6.6 

6.57 

1.0038 

6528 

200.9 

306.8 

281.9 

I m.v.% I 

3.82 

No.78 三本柳温泉

(二号泉〉

中郡岩木町百沢字三本柳
1 ~17 

51. 9.10 

45 (23) 

112.5 

6.5 

6.93 

1.0002 

1699 

mg 1m叫

21.90 i 0.5602 

340 . 4 1 14 .80 

0.1501 0.0083 

0.0323 

0.0007 

0.0000 

0.0000 

ハU

八

u

n
U

円

U

ハU

八

U

ハ
u
n
u

ハU

円

U
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52.41 

0.03 

0.12 

0.00 

mg 1m叫 Im.v.% 

No.79 ー滝本温泉

(大川温泉〉

南郡平賀町大光寺字
一滝本105

51.10.26 

46 (15) 

300 

7.4 

7.97 

0.9994 

904.5 

1.98 

0.250 0.0090 

0.0091 

0.0201 

0.0001 

0.0061 

0.0州
0.0001 

0.0001 
円

U

八
U

凡

U

ハU

凡

U

ハU

ハU

ハU

ハ
リ
ハ
V

162.4 

24.88 

2.61 

1.19 

1.19 

0.07 

0.07 

0.00 

ハUnU
 

A
U
 

n
u
n
u
 

ハU

ハU

ハ
リ
八
U

0.00 



N0.80 常盤野温泉

ぐ津軽岩木スカイライン温泉〉

中郡岩木町常盤野字黒森1の2の内

51.10.22 

55 (9.5) 

30 

6.6 

6.60 

1.0005 

2366 

mg m.val 

山(
459.7 

0.0201 

601.2 

121.7 I 

14.83 I 

0.1151 

0.055j 

0.0001 

0.0041 

0.0001 

0.0001 

1223. 

41.07 

355.5 

1.7叫
192.1 

155.6 I 

6叫
0.0301 

0.0201 

0.0011 

0.0001 

0.000: 

O ∞ 
752.2 1 

mg 

1.050 

15.46 

0.0980! 

9.586 i 

12.80 1 

0.22031 

0.00331 

0.0007 

0.0000 

0.00001 

0.00001 

0.0000: 

39.22 

m.val 

2.68
1 

39.42， 

0.25: 

24.441 

32.641 

O明
0.011 
0.0ωOi i 

O ∞ 
0.00 

0.00: 

O ooi 

[ 100.001 

1 

m.v.% 
1 

0.00 

No.81 程ヶ平温泉

(津刈川温泉)

南部碇ヶ関村大字久吉字程ケ平
51番

mg 

mg 

579.1 1 

0.150! 

939.3 

0.093 

1524. 

0.001 

0.286 

51.12. 3 

54 (3) 

250 

6.8 

6.87 

1.0020 

3793 

m.val 

0.6612 

19.99 

0.0011 

30.00 

10.01 

0.5311 

0.0以
0.0020: 

0.00001 

0.00001 

0.00001 

0.00001 

61.21 
1 

m 叫|
16.33 
I 

0.0079 

19.56 

0.0019 

24.98 

O.OOOli 

0.0027 

60.88 
I 

No.82 弘前温泉

(朝日温泉〉

弘前市土手町4

52. 3. 2 

19 (11) 

200 

8.09 

8.00 

0.9985 

271.6 

m.v.% 
1 

m.v.% 
I 

26.821 

0.011 

32同
0.00: 

41.03 

0.00 

0.01 

100∞1 30.43 1 
l 

mg 
1 

277.0 1 

77.33 

131.7 

3.410 

489.4 

3107 

口
0

4

8

6

 

只
U

Q

J

Q

d

7

7

0

 

1
A

円

δ

1.281 

っ“QJ
 
po 
p
h
d
 

4835 
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mg 

4.684 

59.70 

0.200 

11.58 

7.279 

0.1201 

0.030i 

0.130 

0.007 

0.000 

0.000 

0.0001 

83.73
1 

mg 
1 

35.40 1 

0.000: 

11.92 

0.367 

164.0 

0.017 

0.001 

88.26 

13.08 

痕跡

m.val 

0.1198 

2.596 ! 

0.01111 

0.5778
1 

0.59861 

0.00431 

0.00331 

0.0047 

0.0002 

0.9叫
0.00001 

0.24821 

0.0076) 

2.688 

0.0010 

O.OOOOi 

3.943
1 

396.7 

m.v.% 

3.06 

66.30 

0.28 

14.76 

15.29 

0.11 

0.081 

0.121 

0.00 

0.00 

0.0。
0.00 

100.00 

m.v.，96 

25.32 

0.00 

6.29 

0.19 

68.17 

0.03 

0.00 

100.00 



温泉名

(源泉名〉

場 所

年月日

泉温OC(気温"C)

湧出(揚湯〉量1/分

一直 後
Pt1試験室

比重 (200/40)

固形物総量 mg/kg

No.83 袋井温泉

(黒石温泉〉

黒石市大字袋井町宇坂本
72の7

52. 3. 3 

43.5 (6) 

300 

8.6 

8.70 

0.9988 

235.7 

Cation 

H' 

K 
Na' 

NH4' 

Ca" 

九19"

Fe"Fe'" 

Al'" 

Mn" 

Cu 

1.581 98.87 

80.891 4536. 

0.331 2.023 

12.801 1214. 

3.941 565.4 

0.18 

0.28 

0.00 

No.84三厩温泉

(竜飛温泉〉

東津軽郡三厩村大字宇鉄字
宇鉄山国有林84林班イ小班

52. 3. 9 

20 (9) 

7.4 

7.6 

1.0116 

17820 

mg 1 m 叫 I m.v.% 

つ
臼
ハ
u
q
U

1
よ

円

、

υ

円

4

0

0

2

 

1

0

0

 

0.82 

197.2 64.24 

0.1121 0.04 

60.58 19.74 

46.50 15.15 

0.01 

0.0033 0.00 

0.0081 0.00 

0.004 。「 0.004i 0.0001 0.00 

0.000 0.0∞o O. 0.000 0.0000 0.00 

0.000 0.0000 O. 0.000 0.0000 0.00 

0.000 0.0000 O. 0.000 0.00001 0.00 

E十 100.00 

Anion mg 
1
m 叫

Im.v.% I mg 1m 叫 Im.v.% 

Cl' 12.40 88.96 

F' 0.325 O. 0.841 0.3031 0.0159 0.01 

S04" 17.26 O. 17.711 1573. 1 32.75 10.67 

HPO[ O. 0.131 0.1271 0.0026 0.00 

HCOs' 78. 1. 63.83! 67.69 1 1.109 0.36 

OH' O. O. 0.251 0.0071 0.0004 0.00 

As02' O. O. 0.001 0.0011 0.0000 O.α) 

計 100.00 

遊離成分 mg ロ19

計 ハU
F
h
u
 
po 
n
y
 

月

ioo 
唱-
4
Eム

273.3 17850 総計 (mg)

泉 質 単 市
u
t即 泉 含塩化土類一食塩泉
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